
対象校No. 978 学校コード F133310109554

設置年度 令和 7年度

計画の区分： 通信教育の開設

岡山理科大学情報理工学部情報理工学科(通信教育課程)

　　担当部局（課）名 企画部

　　　職名・氏名 部長
ブチョウ

・山中
ヤマナカ

　崇良
タカヨシ

　　　電話番号　　 086-256-8414

　　　（夜間）　　 086-256-8431

　　　ｅ－mail　　 kikaku@ous.ac.jp

認可

令和８年５月１日現在 

（改正後大学設置基準適用）

学校法人加計学園　　　

【認可】設置に係る設置計画履行状況報告書

　　　　　　　　　　　　　　　注１

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（旧名称：◇◇学科（令和◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し、その下欄に

　　　　　（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

　作成担当者

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　　　該当番号を記載してください。

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・「○○短期大学　△△学科」

　　　　　・「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/mext_01087.html

　　　４　対象校No.については、「【別紙】令和８年度AC報告書提出対象学科等.pdf」より、

　　　　　なお、該当がない場合は、本番号は学校基本調査での「学校コード」と同様の番号ですので、

　　　３　学校コードについては、以下URLを確認の上、該当番号を記載してください。

　　　　　当該番号を記載してください。

　　　　　・「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　　　・「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（○○課程）」

注３

注2

注４
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ カケ　マモル ）

加計　役

（令和６年６月）

（ヒラノ　ヒロユキ）

平野　博之

（令和４年４月）

（リュウ　ボジャン）

劉　渤江

（令和７年４月）

(マキ　ショウ）

牧　祥

（令和７年４月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）令和７年度に報告する内容　→（７）

　　　　　　　令和８年度に報告する内容　→（８）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に、「備考」に変更理由等を記入してください。

　　　・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

学 部 長

学科長等

学　　長

　　　　岡山県岡山市北区理大町１番１号

(注)・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載してください。

（４） 管理運営組織

職　　名

理 事 長

　　　〒７００－０００５

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人加計学園

（２） 大　学　名
　　　　岡山理科大学

（３） 調査対象大学等の位置
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　　　　設置計画履行状況等調査の対象期間が７年を越え、様式に変更が必要な場合には、別途ご連絡ください。

　　　に報告書を作成してください。

　通信教育部

　情報理工学部 人

 情報理工学科
学士（情報理工学) 年 人 人

人

人

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

－ － － － － － － － 151 － 80 －

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－ 　) (　－ 　) (　－ 　) (　－ 　) ( - ) (　－ 　) (　 4　) (　－ 　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

－ － － － － － － － 151 － 80 －

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－ 　) (　－ 　) (　－ 　) (　－ 　) ( - ) (　－ 　) (　 4　) (　－ 　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

－ － － － － － － － 151 － 80 －

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－ 　) (　－ 　) (　－ 　) (　－ 　) ( - ) (　－ 　) (　 4　) (　－ 　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

－ － － － － － － － 137 － 73 －

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－ 　) (　－ 　) (　－ 　) (　－ 　) ( - ) (　－ 　) (　 4　) (　－ 　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　・　「収容定員充足率」には、開設年度から報告年度までの報告年度における５月１日現在の収容定員数に対する学生数の割合を記入してください。

　　　　報告書を提出する大学等は、報告年度から起算した修業年限に相当する期間の収容定員充足率を記載してください。

　　　・　「収容定員充足率（控除後）」には、「収容定員充足率」が1.00倍を超える場合、「大学、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基準」

　　　　第１条第２項により修業年限超過者を控除した場合及び附則第２項及び第４項を適用した場合の控除及び適用後の「収容定員充足率」を記入してください。

　　　　なお、「収容定員充足率」が1.00倍以下の場合や、1.00倍を越える場合であっても上記の控除及び適用がない場合には、「－」としてください。

　　　・　「（５）－②　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等」の「平均入学定員超過率」及び「収容定員充足率」は、

－

　　　・　調査対象学部等の開設年度から報告年度まで記入してください。なお、開設年度以前は「－」を記入してください。

　　　　算出に当たっては、「大学の設置等に係る提出書類の作成の手引（令和９年度開設用）Ⅳ.33収容定員の充足状況」をご確認ください。

春季入学以
外の学期区
分を設ける

予定

春季入学以
外

の入学時期
と

入学時期：
秋入学（９
月）
入学定員内
訳：若干名

(　－ 　)

備　　考

20

　　　　を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記載してください。

入学定員

　　　・　様式は、令和３年度開設の４年制の学科が完成年度を越えて報告する場合（令和８年度までの６年間）ですが、

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）により、

0

　　　　我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための準備教育課程

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

令和３年度 令和４年度 令和５年度

10

春季入学以
外の

学期区分に
ついて

備　考

－

(注)・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号（その２の１）又は（その２の２））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

　　　　「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。（学生募集停止を予定していない場合は「－」を選択。）

工学関係

理学関係

4年次

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

2年次

　 　 ・　学生募集停止を予定している場合は、「学生募集の停止について」で「新規入学者を募集停止予定」を選択するとともに、

編入学定員 収容定員

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科の
分野

　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」）のほか、それらのコースや専攻単位でも記載したものを、

　　　　別ファイルにて提出してください。

(注)・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試区分ごとではありません）。

学生募集の停止につい
て

　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位

設 置 時 の 計 画

修業年限

3年次

Ｂ　 入学者数

(　－ 　)
Ａ　 入学定員

[ 　－　　 ]

－

[ 　－　　 ]

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和７年度令和６年度

200

(　10 　)

[ 　　　 ]

　　　　なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。また、完成年度を越えて

　 　 ・  報告年度に春季入学以外の学期区分の設定を予定している場合は、「春季入学以外の学期区分について」で「春季入学以外の学期区分を設ける予定」を選択するとともに、

　　　　下欄に、入学時期と入学定員の内訳（予定を含む）を記載してください。（春季入学以外の学期区分の設定を予定していない場合は「－」を選択。）

　　　　「４　既設大学等の状況」AC対象学部学科等の倍率と一致しますので、留意して計算してください。

4 200 870

収容定員
充 足 率

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

－－

[ 　－　 ]

志願者数

受験者数

合格者数

－

(　－ 　) (　－ 　)

－

(　－ 　)

－ －

[ 　－　 ] [ 　－　　 ]

収容定員
充 足 率

（控除後）

0.51倍 ⁻倍

令和８年度

0.360.68

200

(注)・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行っている場合には、

　　　　((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている場合）

　　　　なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　　に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した入学定員、入学者数で算出してください。
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

－ － － － － － － － 137 － 78 －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

－ － － － － － － － 133 －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

－ － － － － － － －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

－ － － － － －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

(注)・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について、内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている場合）

　　　　に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

[　　―　 　]

令和７年度

[　　―　 　]

令和６年度

[　　―　 　]

４年次

１年次

２年次

３年次

備　　　　　考

1年次転籍（入）：5名
2年次転籍（入）：8名
2年次編転入：4名

（　　―　　 ）

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

137

令和５年度

[　　―　 　] [　　―　 　]

令和８年度

211

[　　―　 　]

（　　―　　 ）

―

（　　―　　 ） （　　―　　 ） （　　―　　 ）

令和３年度 令和４年度

計

― ― ―

（　　―　　 ）
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

- 人 - 人 令和３年度 - 人 - 人

令和３年度 - 人 - 人

令和４年度 - 人 - 人

令和３年度 - 人 - 人

令和４年度 - 人 - 人

令和５年度 - 人 - 人

令和３年度 - 人 - 人

令和４年度 - 人 - 人

令和５年度 - 人 - 人

令和６年度 - 人 - 人

令和３年度 - 人 - 人

令和４年度 - 人 - 人

令和５年度 - 人 - 人

令和６年度 - 人 - 人

令和７年度 16 人 0 人
進路変更（他の教育機関）（5人）、就学意欲の低下（5人）、就職
（3人）、心身耗弱（1人）、学力不足（1人）、経済的困窮（1人）

令和３年度 - 人 - 人

令和４年度 - 人 - 人

令和５年度 - 人 - 人

令和６年度 - 人 - 人

令和７年度 0 人 0 人

令和８年度 0 人 0 人

16 人 16 人 0 人

(注)・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生、転科生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「修学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・修学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） -
令和３年度の在学者数（a+b） #VALUE!

【令和４年度】

令和４年度の退学者数（ａ） -
令和４年度の在学者数（a+b） #VALUE!

【令和５年度】

令和５年度の退学者数（ａ） -
令和５年度の在学者数（a+b） #VALUE!

【令和６年度】

令和６年度の退学者数（ａ） -
令和６年度の在学者数（a+b） #VALUE!

【令和７年度】

令和７年度の退学者数（ａ） 16
令和７年度の在学者数（a+b） 137

【令和８年度】

令和８年度の退学者数（ａ） 0
令和８年度の在学者数（a+b） 211

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

- ％=

- ％

- ％

- ％

- 人

-

合　　計

人

令和６年度 - 人 - 人

人令和７年度 121 人 16

人令和５年度 -

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

令和３年度

令和４年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

-人

令和８年度 211 人 0 人

= = 0 ％

=

=

=

=

=

=

=

= = 11.67 ％
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【令和８年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 1 1前･1後 1 1

2前 2 1 2前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 2 1後 2 2

1後 2 1 1後 2 1

－ － 3 8 0 0 0 0 0 0 6 － － 3 8 0 0 0 0 0 0 6

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 4 1後 2 4

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

－ － 0 14 0 0 0 0 0 0 10 － － 0 14 0 0 0 0 0 0 10

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 2 1前 2 3

1後 2 2 1後 2 2

－ － 0 10 0 1 0 0 0 0 7 － － 0 10 0 1 0 0 0 0 8

1前 〇 2 1 1前 〇 2 1

1後 〇 2 1 1後 〇 2 1

2前 2 1 1 2前 2 1 1

2前 2 1 2前 2 1

－ － 0 8 0 1 0 0 0 0 2 － － 0 8 0 1 0 0 0 0 2

1前 2 1 1前･1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2後 2 1

－ － 0 8 0 0 0 0 0 0 3 － － 0 8 0 0 0 0 0 0 3

1前 〇 2 1 1前 〇 2 1

1前 〇 2 1 1前 〇 2 1

1後 2 1 1後 2 1

－ － 0 6 0 2 0 0 0 0 1 － － 0 6 0 2 0 0 0 0 1

1前 〇 2 6 1 1 1前 〇 2 6 1 1

1前 〇 2 1 1前 〇 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 〇 2 1 1前 〇 2 1

1後 〇 2 1 1後 〇 2 1

1前 〇 2 2 1前 〇 2 2

－ － 10 4 0 6 1 1 1 0 1 － － 10 4 0 6 0 1 1 0 2

2前 2 1 2前 2 1

3前 〇 2 1 3前 〇 2 1

4後 2 1 4後 2 1

－ － 0 6 0 1 0 0 0 0 2 － － 0 6 0 1 0 0 0 0 2

3前 2 2 3前 2 2

3前 2 1 3前 2 1

3後 〇 2 1 3後 〇 2

2後 2 1 2後 2 1

－ － 0 8 0 2 0 0 0 0 3 － － 0 8 0 1 0 0 0 0 3

2後 〇 2 1 2後 〇 2 1

3前 〇 2 1 3前 〇 2 1

2前 〇 2 1 2前 〇 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

4前 2 1 4前 2 1

－ － 0 12 0 2 0 0 0 0 3 － － 0 12 0 2 0 0 0 0 3

２　授業科目の概要

＜通信教育部情報理工学部　情報理工学科＞

（１）－① 授業科目表

【認可時又は届出時】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

主要
授業
科目

単位数 基幹教員等の配置
主要
授業
科目

単位数 基幹教員等の配置 基
幹
教
員
以
外

の
教
員
（

助
手

を
除
く
）

基
幹
教
員
以
外

の
教
員
（

助
手

を
除
く
）

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

健康の科学 健康の科学

小計(6科目) 小計(6科目)

キャリアデザイン２ キャリアデザイン２

基
盤
教
育
科
目

ラ
イ
フ
・
キ
ャ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
系
科
目

フレッシュマンセミナー

基
盤
教
育
科
目

ラ
イ
フ
・
キ
ャ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
系
科
目

フレッシュマンセミナー

キャリアデザイン１ キャリアデザイン１

コミュニケーション１ コミュニケーション１

コミュニケーション２ コミュニケーション２

社会を読みとくＢ 社会を読みとくＢ

小計（7科目） 小計（7科目）

文化を読みとくＡ 文化を読みとくＡ

文化を読みとくＢ 文化を読みとくＢ

文化を読みとくＣ 文化を読みとくＣ

技術を読みとくＡ 技術を読みとくＡ

人
間
・
社
会
科
学
系
科
目

人間を読みとくＡ 人
間
・
社
会
科
学
系
科
目

人間を読みとくＡ

人間を読みとくＢ 人間を読みとくＢ

社会を読みとくＡ 社会を読みとくＡ

科
学
技
術
系
科
目

データを読みとく
科
学
技
術
系
科
目

データを読みとく

自然を読みとくＡ 自然を読みとくＡ

自然を読みとくＢ 自然を読みとくＢ

技術を読みとくＢ 技術を読みとくＢ

小計（5科目) 小計（5科目)

基盤英語１

外
国
語
系
科
目

外
国
語
系
科
目

英
語
科
目

日
本
語
科
目

数
学
基
礎
科
目

数学入門

情報基礎数学１ 情報基礎数学１

情報基礎数学２ 情報基礎数学２

基盤英語２ 基盤英語２

小計（4科目） 小計（4科目）

基盤日本語１
日
本
語
科
目

基盤日本語１

基盤日本語２ 基盤日本語２

情報系日本語 情報系日本語

英
語
科
目

基盤英語１

English for Business Field English for Business Field

English for Computer Science English for Computer Science

専
門
教
育
科
目

基
礎
・
共
通
科
目

数
学
基
礎
科
目

数学入門

専
門
教
育
科
目

基
礎
・
共
通
科
目

ビジネス日本語 ビジネス日本語

小計（4科目） 小計（4科目）

基礎プログラミング 基礎プログラミング

ゲームシステム概論 ゲームシステム概論

小計(7科目) 小計(7科目)

小計（3科目） 小計（3科目）

応用プログラミング 応用プログラミング

インターネット・セキュリティ・アルゴリズム入門 インターネット・セキュリティ・アルゴリズム入門

情
報
基
礎
科
目

情報理工学フロンティア

情
報
基
礎
科
目

情報理工学フロンティア

コンピュータ概論 コンピュータ概論

情報システム概論 情報システム概論

数理シミュレーション 数理シミュレーション

小計（3科目） 小計（3科目）

小計（6科目） 小計（6科目）

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
科
目

数
理
ユ
ニ

ッ
ト

数理科学

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
科
目

数
理
ユ
ニ

ッ
ト

数理科学

情報数理 情報数理

ネットワークプログラミング ネットワークプログラミング

データ構造とアルゴリズム データ構造とアルゴリズム

情報理論 情報理論

情
報
セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
ユ
ニ

ッ
ト

情報セキュリティ
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
ユ
ニ

ッ
ト

情報セキュリティ

暗号理論 暗号理論

オペレーティングシステム オペレーティングシステム

プロジェクトマネジメント論 プロジェクトマネジメント論

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
シ
ス
テ
ム
ユ
ニ

ッ
ト

Ｗｅｂシステムプログラミング コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
シ
ス
テ
ム
ユ
ニ

ッ
ト

Ｗｅｂシステムプログラミング

データベースプログラミング データベースプログラミング

インターネット論 インターネット論

小計（4科目） 小計（4科目）

 7 



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後 〇 2 1 1後 〇 2 1

2前 〇 2 1 2前 〇 2 1

2後 〇 2 1 2後 〇 2 1

2後 〇 2 1 2後 〇 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 〇 2 1 3前 〇 2 1

3前 2 1 1 3前 2 1 1

4前 2 2 4前 2 2

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

－ － 0 22 0 3 0 0 1 0 5 － － 0 22 0 3 0 0 1 0 5

1前 2 1 1前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 5 2後 2 5

3前 2 2 3前 2 2

3前 〇 2 1 3前 〇 2 1

2後 〇 2 1 2後 〇 2 1

3後 〇 2 1 3後 〇 2 1

3前 2 1 3前 2 1

1前 〇 2 1 1前 〇 2 1

2前 2 1 2前 2 1

4前 〇 2 2 1 4前 〇 2 2

－ － 0 22 0 4 2 0 1 0 9 － － 0 22 0 4 1 0 1 0 9

2前 〇 2 1 2前 〇 2 1

2後 〇 2 1 2後 〇 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4後 2 1 4後 2 1

3前 〇 2 1 3前 〇 2

－ － 0 10 0 1 1 0 1 0 2 － － 0 10 0 1 0 0 1 0 3

1前 1 1 1前 1 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 4

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

－ － 0 11 0 0 0 0 0 0 4 － － 0 11 0 0 0 0 0 0 7

4前 〇 2 7 1 1 4前 〇 2 7 1

4後 〇 2 7 1 1 4後 〇 2 7 1

－ － 4 0 0 7 1 0 1 0 0 － － 4 0 0 7 0 0 1 0 0

- 17 149 0 8 2 0 1 0 51 - 17 149 0 8 1 0 1 0 56

基
幹
教
員
以
外

の
教
員
（

助
手

を
除
く
）

専
門
教
育
科
目

A
I
.
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
科
目

A
I
ユ
ニ

ッ
ト

ＡＩ概論

専
門
教
育
科
目

A
I
.
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
科
目

A
I
ユ
ニ

ッ
ト

ＡＩ概論

ＡＩプログラミング１ ＡＩプログラミング１

ＡＩプログラミング２ ＡＩプログラミング２

ＡＩアルゴリズム ＡＩアルゴリズム

インタラクティブシステム インタラクティブシステム

知的ネットワークコンピューティング

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

主要
授業
科目

簿記基礎

簿記原理

基礎データ解析

配
当
年
次

主要
授業
科目

単位数 基幹教員等の配置単位数 基幹教員等の配置 基
幹
教
員
以
外

の
教
員
（

助
手

を
除
く
）

科目
区分

授業科目の名称

ゲーミフィケーション

知的ネットワークコンピューティング

機械学習

簿記原理

ゲームグラフィックス ゲームグラフィックス

ゲームプロジェクト論 ゲームプロジェクト論

応用データ解析 応用データ解析

データの可視化

機械学習

データの可視化

統計 統計

データ解析プログラミング

自然言語処理 自然言語処理

ＡＩロボティクス ＡＩロボティクス

生成ＡＩ論 生成ＡＩ論

コンピュータビジョン コンピュータビジョン

小計（11科目） 小計（11科目）

簿記基礎

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
ユ
ニ

ッ
ト

アニメーションデザイン

キャラクターデザイン

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
ユ
ニ

ッ
ト

映像ストーリー制作論 映像ストーリー制作論

メディアアート メディアアート

映像制作技術論 映像制作技術論

小計（5科目) 小計（5科目)

メ
デ
ィ
ア
ユ
ニ

ッ
ト

ゲームメカニクス

小計（11科目） 小計（11科目）

ファイナンシャルプランニング ファイナンシャルプランニング

財務諸表論 財務諸表論

データサイエンス データサイエンス

基礎データ解析

データ解析プログラミング

ゲーミフィケーション

小計（2科目）

デ
ジ
タ
ル
ゲ
ー

ム
・
メ
デ
ィ
ア
科
目

デ
ジ
タ
ル
ゲ
ー

ム
ユ
ニ

ッ
ト

ゲームプログラミング

デ
ジ
タ
ル
ゲ
ー

ム
・
メ
デ
ィ
ア
科
目

デ
ジ
タ
ル
ゲ
ー

ム
ユ
ニ

ッ
ト

ゲームプログラミング

Ｗｅｂデザインプログラミング Ｗｅｂデザインプログラミング

ゲームメカニクス

キャラクターデザイン

小計（6科目） 小計（6科目）

共
通
科
目

情報理工学セミナー１ 共
通
科
目

情報理工学セミナー１

情報理工学セミナー２ 情報理工学セミナー２

小計（2科目）

メディアリテラシ
メ
デ
ィ
ア
ユ
ニ

ッ
ト

メディアリテラシ

アニメーションデザイン

合計（84科目） 合計（84科目）

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

１．卒業要件
（１）４年以上在籍し、必修科目をすべて修得した上で、基盤教育科目から34単位以
上、専門教育科目から80単位以上を修得し、合計124単位以上修得すること。

１．卒業要件
（１）４年以上在籍し、必修科目をすべて修得した上で、基盤教育科目から34単位以
上、専門教育科目から80単位以上を修得し、合計124単位以上修得すること。

（２）基盤教育科目の外国語系科目は、全て選択必修とし、母国語が日本語の学生は英
語科目から４単位、母国語が日本語でない学生は日本語科目から４単位を修得するこ
と。

（２）基盤教育科目の外国語系科目は、全て選択必修とし、母国語が日本語の学生は英
語科目から４単位、母国語が日本語でない学生は日本語科目から４単位を修得するこ
と。

（３）専門教育科目のコンピュータサイエンス科目から「ネットワークプログラミン
グ」「データベースプログラミング」「データ構造とアルゴリズム」を6単位、またはＡ
Ｉ・データサイエンス科目の「ＡＩ概論」「ＡＩプログラミング１」「データサイエン
ス」を6単位、またはデジタルゲーム・メディア科目から「ゲームプログラミング」「Ｗ
ｅｂデザインプログラミング」「ゲームメカニクス」を6単位修得すること。

（３）専門教育科目のコンピュータサイエンス科目から「ネットワークプログラミン
グ」「データベースプログラミング」「データ構造とアルゴリズム」を6単位、またはＡ
Ｉ・データサイエンス科目の「ＡＩ概論」「ＡＩプログラミング１」「データサイエン
ス」を6単位、またはデジタルゲーム・メディア科目から「ゲームプログラミング」「Ｗ
ｅｂデザインプログラミング」「ゲームメカニクス」を6単位修得すること。

２．履修方法
（１）母国語が日本語の学生は、日本語科目を履修することはできない。
（２）母国語が英語の学生は、英語科目を履修することはできない。
（３）「情報理工学セミナー１」を履修する者は、基盤教育科目及び専門教育科目の単
位を102単位以上修得し、3年次までの必修科目をすべて修得済みであること。
（４）「情報理工学セミナー１」の単位を修得していなければ、「情報理工学セミナー
２」を履修することが出来ない。

２．履修方法
（１）母国語が日本語の学生は、日本語科目を履修することはできない。
（２）母国語が英語の学生は、英語科目を履修することはできない。
（３）「情報理工学セミナー１」を履修する者は、基盤教育科目及び専門教育科目の単
位を102単位以上修得し、3年次までの必修科目をすべて修得済みであること。
（４）「情報理工学セミナー１」の単位を修得していなければ、「情報理工学セミナー
２」を履修することが出来ない。

３．履修登録単位数の上限設定
（１）半期の履修登録単位数の上限を22単位とする。
（２）履修登録単位数の上限設定の対象となる授業科目は、基盤教育科目及び専門教育
科目とする。

３．履修登録単位数の上限設定
（１）半期の履修登録単位数の上限を22単位とする。
（２）履修登録単位数の上限設定の対象となる授業科目は、基盤教育科目及び専門教育
科目とする。
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【令和７年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 1

2前 2 1

3前 2 1

1前 2 1

1後 2 2

1後 2 1

－ － 3 8 0 0 0 0 0 0 6

1前 2 1

1後 2 4

1前 2 1

1後 2 1

1後 2 1

1前 2 1

1後 2 1

－ － 0 14 0 0 0 0 0 0 10

1前 2 1

1前 2 2

1後 2 1

1前 2 3

1後 2 2

－ － 0 10 0 1 0 0 0 0 8

1前 〇 2 1

1後 〇 2 1

2前 2 1 1

2前 2 1

－ － 0 8 0 1 0 0 0 0 2

1前 2 1

1後 2 1

2前 2 1

2前 2 1

－ － 0 8 0 0 0 0 0 0 3

1前 〇 2 1

1前 〇 2 1

1後 2 1

－ － 0 6 0 2 0 0 0 0 1

1前 〇 2 6 1 1

1前 〇 2 1

1後 2 1

1後 2 1

1前 〇 2 1

1後 〇 2 1

1前 〇 2 2

－ － 10 4 0 6 1 1 1 0 1

2前 2 1

3前 〇 2 1

4後 2 1

－ － 0 6 0 1 0 0 0 0 2

3前 2 2

3前 2 1

3後 〇 2 1

2後 2 1

－ － 0 8 0 2 0 0 0 0 3

2後 〇 2 1

3前 〇 2 1

2前 〇 2 1

2後 2 1

2前 2 1

4前 2 1

－ － 0 12 0 2 0 0 0 0 3

1後 〇 2 1

2前 〇 2 1

2後 〇 2 1

2後 〇 2 1

3後 2 1

3後 2 1

3前 〇 2 1

3前 2 1 1

4前 2 2

4前 2 1

4後 2 1

－ － 0 22 0 3 0 0 1 0 5

基
幹
教
員
以
外

の
教
員
（

助
手

を
除
く
）

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

主要
授業
科目

単位数 基幹教員等の配置

人
間
・
社
会
科
学
系
科

目

人間を読みとくＡ

人間を読みとくＢ

文化を読みとくＡ

文化を読みとくＢ

文化を読みとくＣ

社会を読みとくＡ

社会を読みとくＢ

コミュニケーション２

健康の科学

小計(6科目)

科
学
技
術
系
科
目

データを読みとく

自然を読みとくＡ

自然を読みとくＢ

技術を読みとくＡ

技術を読みとくＢ

小計（5科目)

基盤日本語２

情
報
基
礎
科
目

情報理工学フロンティア

コンピュータ概論

情報基礎数学１

情報基礎数学２

情報システム概論

ゲームシステム概論

基礎プログラミング

応用プログラミング
インターネット・セキュリティ・アルゴリズム入門

小計(7科目)

基
盤
教
育
科
目

ラ
イ
フ
・
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
系
科
目

フレッシュマンセミナー

キャリアデザイン１

キャリアデザイン２

コミュニケーション１

小計（3科目）

外
国
語
系
科
目

英
語
科
目

基盤英語１

基盤英語２

English for Computer Science

English for Business Field

小計（4科目）

日
本
語
科
目

基盤日本語１

小計（7科目）

情報系日本語

ビジネス日本語

小計（4科目）

専
門
教
育
科
目

基
礎
・
共
通
科
目

数
学
基
礎
科
目

数学入門

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
科
目

数
理
ユ
ニ

ッ
ト

数理科学

情報数理

数理シミュレーション

小計（3科目）
情

報

セ

キ

ュ
リ
テ

ィ
ユ

ニ

ッ
ト

情報セキュリティ

暗号理論

ネットワークプログラミング

インターネット論

小計（4科目）
コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
シ
ス
テ
ム
ユ
ニ

ッ
ト

Ｗｅｂシステムプログラミング

データベースプログラミング

データ構造とアルゴリズム

情報理論

オペレーティングシステム

A
I
.
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
科
目

A
I
ユ
ニ

ッ
ト

ＡＩ概論

ＡＩプログラミング１

ＡＩプログラミング２

ＡＩアルゴリズム

インタラクティブシステム

知的ネットワークコンピューティング

機械学習

プロジェクトマネジメント論

小計（6科目）

ＡＩロボティクス

生成ＡＩ論

コンピュータビジョン

小計（11科目）

自然言語処理
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 1

2前 2 1

2後 2 5

3前 2 2

3前 〇 2 1

2後 〇 2 1

3後 〇 2 1

3前 2 1

1前 〇 2 1

2前 2 1

4前 〇 2 2 1

－ － 0 22 0 4 2 0 1 0 9

2前 〇 2 1

2後 〇 2 1

3後 2 1

4後 2 1

3前 〇 2 1

－ － 0 10 0 1 1 0 1 0 2

1後 1 1

1後 2 1

2前 2 1

2後 2 1

3後 2 1

4前 2 1

－ － 0 11 0 0 0 0 0 0 4

4前 〇 2 7 1 1

4後 〇 2 7 1 1

－ － 4 0 0 7 1 0 1 0 0

- 17 149 0 8 2 0 1 0 52

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

主要
授業
科目

基幹教員等の配置 基
幹
教
員
以
外

の
教
員
（

助
手

を
除
く
）

単位数

ゲームプロジェクト論

ファイナンシャルプランニング

財務諸表論

データサイエンス

統計

データ解析プログラミング

ゲーミフィケーション

簿記基礎

簿記原理

基礎データ解析

応用データ解析

データの可視化

小計（11科目）

共
通
科
目

情報理工学セミナー１

情報理工学セミナー２

小計（2科目）

合計（84科目）

卒業要件及び履修方法

専
門
教
育
科
目

A
I
.
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
科
目

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
ユ
ニ

ッ
ト

デ
ジ
タ
ル
ゲ
ー

ム
・
メ
デ
ィ
ア
科
目

デ
ジ
タ
ル
ゲ
ー

ム
ユ
ニ

ッ
ト

ゲームプログラミング

Ｗｅｂデザインプログラミング

ゲームグラフィックス

ゲームメカニクス

小計（5科目)

メ
デ
ィ
ア
ユ
ニ

ッ
ト

メディアリテラシ

アニメーションデザイン

キャラクターデザイン

映像ストーリー制作論

メディアアート

映像制作技術論

小計（6科目）

１．卒業要件
（１）４年以上在籍し、必修科目をすべて修得した上で、基盤教育科目から34単位以
上、専門教育科目から80単位以上を修得し、合計124単位以上修得すること。

（２）基盤教育科目の外国語系科目は、全て選択必修とし、母国語が日本語の学生は英
語科目から４単位、母国語が日本語でない学生は日本語科目から４単位を修得するこ
と。

（３）専門教育科目のコンピュータサイエンス科目から「ネットワークプログラミン
グ」「データベースプログラミング」「データ構造とアルゴリズム」を6単位、またはＡ
Ｉ・データサイエンス科目の「ＡＩ概論」「ＡＩプログラミング１」「データサイエン
ス」を6単位、またはデジタルゲーム・メディア科目から「ゲームプログラミング」「Ｗ
ｅｂデザインプログラミング」「ゲームメカニクス」を6単位修得すること。

２．履修方法
（１）母国語が日本語の学生は、日本語科目を履修することはできない。
（２）母国語が英語の学生は、英語科目を履修することはできない。
（３）「情報理工学セミナー１」を履修する者は、基盤教育科目及び専門教育科目の単
位を102単位以上修得し、3年次までの必修科目をすべて修得済みであること。
（４）「情報理工学セミナー１」の単位を修得していなければ、「情報理工学セミナー
２」を履修することが出来ない。

３．履修登録単位数の上限設定
（１）半期の履修登録単位数の上限を22単位とする。
（２）履修登録単位数の上限設定の対象となる授業科目は、基盤教育科目及び専門教育
科目とする。
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（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　　　なお、設置認可時又は届出時、改正前大学設置基準（令和４年10月１日施行前）に基づき、対象学部等を設置している場合、

　　　　改正後大学設置基準等（令和４年10月１日施行）の適用以前については、改正前様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引」の「教育課程等の概要」を確認してください。

　　　・　「基幹教員等の配置」欄は、大学院の研究科又は研究科の専攻の場合は、「専任教員等の配置」としてください。

　　　・　「基幹教員等の配置」欄の「基幹教員以外の教員（助手を除く）」は、大学院の研究科又は研究科の専攻の場合は、

　　　　「専任教員以外の教員（助手を除く）」としてください。

　　　・　「認可時又は届出時」には設置認可時又は届出時の授業科目全て（基幹教員（大学院の研究科又は研究科の専攻の場合は

　　　　「専任教員」）以外の教員（助手を除く）（改正後大学設置基準等の適用以前は兼任、兼担教員）が担当する科目を含む。）を黒字で記入してください。

　　　　その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　　　なお、設置認可時又は届出時、改正前大学設置基準等（令和４年10月１日施行前）に基づき、対象学部等を設置している場合、

　　　　「認可時又は届出時」の「主要授業科目」欄は削除し、「基幹教員等の配置」欄は「専任教員等の配置」、「基幹教員以外の教員

　　　　（助手を除く）」欄は「兼任・兼担」としてください。その上で、各年度については、「基幹教員（大学院の研究科又は研究科の

　　　　専攻の場合は「専任教員」）」数は、認可時又は届出時の「専任教員」数との比較において変更となっている箇所、

　　　　「基幹教員以外の教員（助手を除く）（大学院の研究科又は研究科の専攻の場合は「専任教員以外の教員（助手を除く）」）」数は、

　　　　認可時又は届出時の「兼任・兼担」数との比較において変更となっている箇所を太字の赤字としてください。
　　　　（専任教員から基幹教員に変更したことをもって太字の赤字とする必要はありません。）　

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。

　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。
　　　・　不要な年度（令和７年度開設であれば令和６年度以前）の表は適宜削除してください。

　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）
　　　・　専門職大学等の場合、「実験、実習又は実技による授業科目」には「【※】」、「臨地実務実習」による授業科目には「【臨】」、

　　　　　「連携実務演習」による授業科目には「【連】」を授業科目の名称の右側に記入してください。

　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、旧カリキュラムについても記載してください。

　　　　　その場合は、新カリキュラムを全て記載したのち、最後に記載欄を追加し、年度ごとに記載してください。　　　　

【令和７年度】

【令和８年度】

(注)・  ２（１）-① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、基幹教員等の配置の変更、

　　　　主要授業科目の変更、授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。

　　　　変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。また、改正後大学設置基準（令和４年10月１日施行）の

　　　　適用により、専任教員から基幹教員に変更した場合（例：「専任教員　教授１」から「基幹教員　教授１」に変更）や、

　　　　兼任・兼担教員から基幹教員以外の教員に変更した場合　（例：「兼任教員１」から「基幹教員以外の教員１」に変更）については、

　　　　記入しないでください。

　　　・　不要な年度（令和７年度開設であれば令和６年度以前）の表は適宜削除してください。

　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、新旧の変更内容をそれぞれ１つの枠内に記入してください。

　　　　

・基幹教員（准教授）1名の退職により、専門教育科目「情報理工学フロンティア」「ネットワークプログラミング」「データの可視化」「ゲームプログラ
ミング」「ゲームメカニクス」「情報理工学セミナー１」「情報理工学セミナー２」の6科目の基幹教員等の配置において「准教授」を1名減員。なお、
「ネットワークプログラミング」は「教授1」とあるが「准教授1」の誤りであったため、「教授0」に変更。令和8年度開講の「情報理工学フロンティア」
及び「ゲームプログラミング」は、当該退職者を非常勤講師として任用するため、「基幹教員以外の教員」の配置を「1」に変更（後任者は令和8年度中に
AC審査受審予定）。

・秋入学の学生の学習に支障がないよう、基盤教育科目「フレッシュマンセミナー」及び「基盤日本語１」の開講期を「前期」から「前期及び後期」に変
更。

　　　　　新旧がある年度については、その別がわかるように各年度の右側に（新）又は（旧）と追記してください。
　　　　　（例：記載順）【認可時又は届出時】→【令和８年度】(新)→【令和７年度】(新)→【令和６年度】→【令和５年度】→【令和８年度】(旧)→【令和７年度】(旧)

（１）－②授業科目表に関する変更内容
　　　　

・教育効果を考慮して担当教員を調整し、基盤教育科目「技術を読みとくＡ」の「基幹教員以外の教員」の配置を2から3に変更。

・専門教育科目「メディアリテラシ」について、担当教員の急な辞退に伴い、後任の教員を選定・配置。これを受け、当初予定していた開講期を前期から
後期へ当年度のみ変更。

・基盤教育科目「ビジネス日本語」の担当予定者（基幹教員以外の教員）の辞退に伴う後任選定のため、開講期を「前期」から「後期」に変更。

・教育効果を考慮した担当教員の調整により、専門教育科目「映像ストーリー制作論」の「基幹教員以外の教員」の配置を「1」から「4」に変更。
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科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

(注)・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

　　　　設置時の計画からの増減を記入してください。

84

自由選択

　　　　の授業科目数及び設置時の計画からの増減を記入するとともに、「備考」に変更前のカリキュラム（旧カリキュラム）の授業科目数と

0 84

[　　　0　] [　　0　　] [　　0　　] [　  0　　]

759 75 0

　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、「変更状況」には変更後のカリキュラム（新カリキュラム）

必修

9

計

（２） 授業科目数

設置時の計画 変更状況
備考

必修 選択 自由 計（Ａ）
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

(注)・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

(注)・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

(注)・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、

　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　該当がない場合は「未開講の理由、代替措置の有無」欄に「該当なし」と記入してください。

　　　・　該当がない場合は「廃止の理由、代替措置の有無」欄に「該当なし」と記入してください。

（３） 未開講科目

未開講の理由、代替措置の有無

該当なし

　　　　ください。

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

該当なし

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して
　　　　ください。

（４） 廃止科目

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

該当なし

廃止の理由、代替措置の有無
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（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0

84

(注)・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように

　　　　留意してください。

％
設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 0
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備考

大学全体

点

３　施設・設備の整備状況，経費

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計
　借用期間及び面積
　　1年　    60㎡
　　3年　   224㎡
　 30年　14,731㎡
　 60年　15,974㎡

校
　
地
　
等

校 舎 敷 地 308,543㎡ 0㎡ 0㎡ 308,543㎡

そ　の　他 649,229㎡ 0㎡ 0㎡ 649,229㎡

合　　　計 957,772㎡ 0㎡ 0㎡ 957,772㎡

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

大学全体127,226㎡ 0㎡ 0㎡ 127,226㎡

（　　　　127,226㎡） （　　　　　　0㎡） （　　　　　　0㎡） （　　　　127,226㎡）

(３)教室・教員研究室 教　　　室 658室 教員研究室 13室

(２) 校　　　　　舎

　

新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕 種 〔うち外国書〕

機械・器具 標本

図書の点数については、
教育研究の充実のため購
入したためおよび電子図
書の加算により増加。学
術雑誌の種数について
は、パッケージ契約追加
により増加。(8)

機械・器具の点数につい
て、教育研究の充実のた
め教育研究の実施に伴う
消耗品を購入したため。
(8)

(４) 〔うち外国書〕 電子図書 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

図
書
・
設
備

冊 点

通信教育部
情報理工学部

25,881〔4,436〕
25,653〔4,433〕

1,174〔833〕
1,111〔833〕

160〔151〕
130〔120〕

156〔149〕
125〔118〕

253
242

0

(25,881〔4,436〕)
(25,653〔4,433〕)

(1,174〔833〕)
(1,111〔833〕)

(160〔151〕)
(130〔120〕)

(156〔149〕)
(125〔118〕)

( 253 )
( 242 )

( 0 )

計

25,881〔4,436〕
25,653〔4,433〕

図書購入費 3,700千円

第６年次

380千円 350千円 350千円

1,174〔833〕
1,111〔833〕

160〔151〕
130〔120〕

156〔149〕
125〔118〕

253
242

0

(25,881〔4,436〕)
(25,653〔4,433〕)

(1,174〔833〕)
(1,111〔833〕)

(160〔151〕)
(130〔120〕)

(156〔149〕)
(125〔118〕)

( 253 )
( 242 )

( 0 )

－千円

（５）スポーツ施設等
スポーツ施設 講堂 厚生補導施設

学生納付金以外の維持方法の概要 大学・高専成長分野転換支援基金助成金、私立大学等経常費補助金、手数料

大学全体
1,209.64㎡ 898.71㎡ 3,972.48㎡

経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度 完成年度 区　　分 開設前年度 開設年度 完成年度

○図書購入費には電子
書籍、視聴覚資料を含
む。学術雑誌の継続分
を計上。
○設備購入費：開設前
年度に消耗品含む。開
設後は設備の保守料を
計上。

(６) 教員１人当り研究費等 600千円 600千円

(注)・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）又は（その１の３）に準じて作成してください。

　　　　（複数のキャンパスに分かれている場合、複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び

　　　　「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　・　高等専門学校については「（３）教室・教員研究室」欄の「教員研究室」は記載不要です。

　　　・　国立大学については「（６）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

3,700千円 3,700千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等 1,000千円 1,000千円 設備購入費 51,889千円 800千円 800千円

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次

350千円 －千円

　　　・　「(４)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には報告年度の５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

　　　　その理由及び報告年度「（８）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。
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大 学 の 名 称
収容定員充足
率0.7倍以下
の学科数

7
収容定員充足
率1.15倍以上
の学科数

1

年 人 年次 人 年度 年度

人

理学部 4 360 - 1455 - - 昭和39

　応用数学科 4 110 - 440 学士
（理学）

- 昭和39

　基礎理学科 4 90 - 360 学士
（理学）

- 昭和50

　物理学科 4 45 - 180 学士
（理学）

- 昭和41

　応用物理学科

　　臨床工学専攻 4 - - - 学士
（理学）

- 平成14 令和４年度入学生より学生募集停止

　化学科 4 70 - 295 学士
（理学）

- 昭和39 令和８年度から入学定員変更（75→70）

　生物化学科 4 - - - 学士
（理学）

- 昭和63 令和４年度入学生より学生募集停止

　動物学科 4 45 - 180 学士
（理学）

- 平成20

　臨床生命科学科 4 - - - 学士
（理学）

- 平成16 令和７年度入学生より学生募集停止

工学部 4 360
３年次

５
1050 - - 昭和61

　機械ｼｽﾃﾑ工学科 4 90 - 360 学士
（工学）

- 昭和61

　電気電子ｼｽﾃﾑ学科 4 70 - 280 学士
（工学）

- 昭和61

　情報工学科 4 75 - 300 学士
（工学）

- 平成４

　応用化学科 4 55 - 235 学士
（工学）

- 昭和61
令和８年度から入学定員変更（60→

55）

　知能機械工学科 4 - - - 学士
（工学）

- 平成17 令和４年度入学生より学生募集停止

　建築学科 4 75
３年次

５
310 学士

（工学）
- 平成23

　生命医療工学科 4 - - - 学士
（工学）

- 平成19 令和７年度入学生より学生募集停止

情報理工学部 4 210 - 840 - - 令和４

　情報理工学科 4 210 - 840 学士
（情報理工学）

- 令和４

総合情報学部 4 - - - - - 平成９

　情報科学科 4 - - - 学士
（総合情報学）

- 平成９ 令和４年度入学生より学生募集停止

　社会情報学科 4 - - - 学士
（総合情報学）

- 平成９ 平成29年度入学生より学生募集停止

生命科学部 4 235 - 800 - - 令和４

　生物科学科 4 165 - 660 学士
（生命科学）

- 令和４

　医療技術学科 4 70 - 140 学士
（生命科学）

- 令和７

生物地球学部 4 165 - 610 - - 平成24

　生物地球学科 4 120 - 520 学士
（理学）

- 平成24
令和７年度から入学定員変更（140

→120）

　恐竜学科 4 45 - 90 学士
（理学）

- 令和7

教育学部 4 110 - 480 - - 平成28

　初等教育学科 4 60 - 260 学士
（教育学）

- 平成28
令和７年度から入学定員変更（70→

60）

　中等教育学科 4 50 - 220 学士
（教育学）

- 平成28
令和７年度から入学定員変更（60→

50）

0.53 - 同上

0.78 - 同上

1.17 - 同上

0.65 - 同上

1.08 - 同上

1.07 - 同上

0.78 - 同上

0.79 - 同上

0.72 - 同上

- - 同上

- - 同上

0.82 - 同上

- - 同上

- 同上

0.47 - 同上

- - 同上

0.82 - 同上

４　既設大学等の状況

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又は
称号

収容定員
充足率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所在地 備　　考

岡山県岡山市北区理
大町1番1号

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

0.56

0.64

0.73

倍

岡山理科大学

0.56

0.78

0.79

-

1.03

-

0.51

-

0.76

-

-

-

-

-

-

-

同上

同上

同上

0.94 - 同上

- - 同上

1.05

-

倍

収容定員
充足率

（控除後）

-

-

-

-
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大 学 の 名 称
収容定員充足
率0.7倍以下
の学科数

7
収容定員充足
率1.15倍以上
の学科数

1

年 人 年次 人 年度 年度

人

経営学部 4 160 - 640 - - 平成29

　経営学科 4 160 - 640 学士
（経営学）

- 平成29

獣医学部（6年制） 6 140 - 840 - - 平成30

獣医学部（4年制） 4 70 - 250 - - 平成30

　獣医学科 6 140 - 840 学士
（獣医学）

- 平成30

　獣医保健看護学科 4 70 - 250
学士

（獣医保健看護
学）

- 平成30
令和８年度から入学定員変更（60→

70）

大学全体（通学制） 4 1810
３年次

10
6965 - - -

通信教育部

　情報理工学部 4 200

２年次
10

３年次
20

410 - - 令和7

　　情報理工学科 4 200

２年次
10

３年次
20

410 学士
（情報理工学）

- 令和7

大学全体（通信制） 4 200

２年次
10

３年次
20

410 - -

　　　・「収容定員充足率」には、報告年度における５月１日現在の収容定員数に対する学生数の割合を記入してください。

　　　・「収容定員充足率（控除後）」には、「収容定員充足率」が1.00倍を超える場合、「大学、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基準」

　　　　第１条第２項により修業年限超過者を控除した場合及び附則第２項及び第４項を適用した場合の控除及び適用後の「収容定員充足率」を記入してください。

　　　　なお、「収容定員充足率」が1.00倍以下の場合や、1.00倍を越える場合であっても上記の控除及び適用がない場合には、「－」としてください。

備　　考

倍 倍

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又は
称号

収容定員
充足率

収容定員
充足率

（控除後）

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

1.06 - 同上

- - -

-

0.51 -
岡山県岡山市北区理
大町１番１号

0.51 - 同上

1.09 - 同上

1.10 -

1.10 -
愛媛県今治市
いこいの丘1番3

1.06 - 同上

同上

1.09 - 同上

　　　　詳しくは、本シート右に記載のコメント機能で操作方法を案内していますのでご参照ください。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を記入してください。

　　　・記載項目以外、保護をかけています。不要な行は、「非表示」設定としてください。また、記載する必要がない学校種の記載欄については、

　　　　「入学定員超過率」及び「収容定員充足率」が0.7倍以下又は1.15倍以上の学科数を記入する項目を「－」とした上で、「非表示」設定としてください。

　　　　　履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

      ・本年度ＡＣの対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　　算出に当たっては、「大学の設置等に係る提出書類の作成の手引（令和９年度開設用）Ⅳ.33収容定員の充足状況」をご確認ください。

　　　　また、0.7倍以下又は1.15倍以上の学科については、必ず太字にしてください。当該設定は、学科のみとし、学部及び専攻を太字にする必要はありません。

　　　　開設後、完成年度を迎えていない学科等については、開設年度から報告年度までの報告年度における５月１日現在の収容定員数に対する学生数の割合を記載してください。

　　　・「収容定員充足率（控除後含む）」は、小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている場合を含めます。

　　　・「所在地」及び「備考」欄については、セルの結合ではなく、書式設定より設定の上、文字サイズ変更を行ってください。

　　　　報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。（大学院、専攻科及び別科を除く）

        なお、本調査の対象となっている大学等の設置者が設置している他の大学等の状況については、記入する必要はありません。

　　　・学部の学科等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

(注)・本調査の対象となっている大学、短期大学及び高等専門学校（以下「大学等」という。）について、既に設置している学部等（短期大学、高等専門学校にあっては学科等）の

- -

岡山理科大学

開設
年度

所在地
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５　教育研究実施組織の状況

＜通信教育部情報理工学部　情報理工学科＞

【認可時又は届出時】 【令和７年度】 【令和８年度】

基（主
専）

教授

基（主
専）

教授

情報理工学フロンティア
機械学習
データサイエンス
データ解析プログラミング
データの可視化
情報理工学セミナー１
情報理工学セミナー２

教員

牧　祥
<令和７年４月>
博士（工学）

情報理工学フロンティア
機械学習
データサイエンス
データ解析プログラミング
データの可視化
情報理工学セミナー１
情報理工学セミナー２

教授

区分

教授

教授

李　天鎬
<令和７年４月>

Doctor of Philosophy in
Computer Science（米国）

教授

職名

区分

数学入門
情報理工学フロンティア
インターネット・セキュリ
ティ・アルゴリズム入門
情報理工学セミナー１
情報理工学セミナー２

基（主
専）

基（主
専）

基（主
専）

牧　祥
<令和７年４月>
博士（工学）

教授

情報理工学フロンティア
コンピュータ概論
情報数理
データ構造とアルゴリズム
自然言語処理
データの可視化
情報理工学セミナー１
情報理工学セミナー２

数学入門
情報理工学フロンティア
インターネット・セキュリ
ティ・アルゴリズム入門
情報理工学セミナー１
情報理工学セミナー２

教授

河野　敏行
<令和７年４月>
博士（理学）

基（主
専）

情報理工学フロンティア
コンピュータ概論
情報数理
データ構造とアルゴリズム
自然言語処理
データの可視化
情報理工学セミナー１
情報理工学セミナー２

担当授業科目名

牧　祥
<令和７年４月>
博士（工学）

基（主
専）

教授

基（主
専）

氏　　名
＜就任（予定）年月＞

保有学位等

数学入門
情報理工学フロンティア
インターネット・セキュリ
ティ・アルゴリズム入門
情報理工学セミナー１
情報理工学セミナー２

氏　　名
＜就任（予定）年月＞

保有学位等

区分

職名

河野　敏行
<令和７年４月>
博士（理学）

データを読みとく
情報理工学フロンティア
情報理工学セミナー１
情報理工学セミナー２

椎名　広光
<令和７年４月>
博士（工学）

下田　雅彦
<令和７年４月>
博士（工学）

教授

教授

教員

教授

担当授業科目名

基（主
専）

教授

情報理工学フロンティア
コンピュータ概論
情報数理
データ構造とアルゴリズム
自然言語処理
データの可視化
情報理工学セミナー１
情報理工学セミナー２

氏　　名
＜就任（予定）年月＞

保有学位等

椎名　広光
<令和７年４月>
博士（工学）

下田　雅彦
<令和７年４月>
博士（工学）

情報理工学フロンティア
情報システム概論
Ｗｅｂシステムプログラミング
データベースプログラミング
ＡＩ概論
コンピュータビジョン
Ｗｅｂデザインプログラミング
情報理工学セミナー１
情報理工学セミナー２

下田　雅彦
<令和７年４月>
博士（工学）

椎名　広光
<令和７年４月>
博士（工学）

基（主
専）

職名

基（主
専）

教授

基（主
専）

（１）ー① 担当教員表

基（主
専）

河野　敏行
<令和７年４月>
博士（理学）

教員

李　天鎬
<令和７年４月>

Doctor of Philosophy in
Computer Science（米国）

担当授業科目名

教授

データを読みとく
情報理工学フロンティア
情報理工学セミナー１
情報理工学セミナー２

情報理工学フロンティア
情報システム概論
Ｗｅｂシステムプログラミング
データベースプログラミング
ＡＩ概論
コンピュータビジョン
Ｗｅｂデザインプログラミング
情報理工学セミナー１
情報理工学セミナー２

基（主
専）

基（主
専）

情報理工学フロンティア
情報システム概論
Ｗｅｂシステムプログラミング
データベースプログラミング
ＡＩ概論
コンピュータビジョン
Ｗｅｂデザインプログラミング
情報理工学セミナー１
情報理工学セミナー２

データを読みとく
情報理工学フロンティア
情報理工学セミナー１
情報理工学セミナー２

情報理工学フロンティア
機械学習
データサイエンス
データ解析プログラミング
データの可視化
情報理工学セミナー１
情報理工学セミナー２

李　天鎬
<令和７年４月>

Doctor of Philosophy in
Computer Science（米国）
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教員

教授

ゲーミフィケーション
ゲームプロジェクト論

その他

基（主
専）

教授

基（主
専）

准教授

基礎データ解析

統計
応用データ解析
情報理工学セミナー１
情報理工学セミナー２

基（主
専）

安田　貴徳
<令和７年４月>
博士（数理学）

中川　重和
<令和８年４月>
博士（理学）

教員

大西　朔永
<令和７年４月>
博士（学術）

基礎データ解析

前川　洋子
<令和７年４月>

博士（外国語教育学）

前川　洋子
<令和７年４月>

博士（外国語教育学）

職名

情報基礎数学１
情報理工学フロンティア
インターネット・セキュリ
ティ・アルゴリズム入門
暗号理論
情報理工学セミナー１
情報理工学セミナー２

中川　重和
<令和８年４月>
博士（理学）

講師

基（主
専）

准教授

基盤英語１
基盤英語２
English for Computer Science

基（主
専）

前川　洋子
<令和７年４月>

博士（外国語教育学）

情報理工学フロンティア
ネットワークプログラミング
データの可視化
ゲームプログラミング
ゲームメカニクス
情報理工学セミナー１
情報理工学セミナー２

中川　重和
<令和８年４月>
博士（理学）

その他

基（主
専）

基（主
専）

教授

情報理工学フロンティア
ネットワークプログラミング
データの可視化
ゲームプログラミング
ゲームメカニクス
情報理工学セミナー１
情報理工学セミナー２

基盤英語１
基盤英語２
English for Computer Science

教授 
（学部
長）

助教

教授

情報理工学フロンティア
基礎プログラミング
応用プログラミング
ＡＩプログラミング１
ＡＩプログラミング２
ＡＩアルゴリズム
自然言語処理
情報理工学セミナー１
情報理工学セミナー２

区分

教授

准教授

教授

教授

准教授

基（主
専）

基（主
専）

情報理工学フロンティア
ネットワークプログラミング
データの可視化
ゲームプログラミング
ゲームメカニクス
情報理工学セミナー１
情報理工学セミナー２

情報理工学フロンティア
基礎プログラミング
応用プログラミング
ＡＩプログラミング１
ＡＩプログラミング２
ＡＩアルゴリズム
自然言語処理
情報理工学セミナー１
情報理工学セミナー２

教授

教授 
（学部
長）

基（主
専）

基（主
専）

奥村　英則
<令和７年４月>
博士（理学）

秋山　英久
<令和７年４月>
博士（工学）

区分

その他

秋山　英久
<令和７年４月>
博士（工学）

教授 
（学部
長）

情報基礎数学１
情報理工学フロンティア
インターネット・セキュリ
ティ・アルゴリズム入門
暗号理論
情報理工学セミナー１
情報理工学セミナー２

氏　　名
＜就任（予定）年月＞

保有学位等

担当授業科目名

奥村　英則
<令和７年４月>
博士（理学）

基（主
専）

ゲーミフィケーション
ゲームプロジェクト論

奥村　英則
<令和７年４月>
博士（理学）

大西　朔永
<令和７年４月>
修士（総合情報）

情報理工学フロンティア
基礎プログラミング
応用プログラミング
ＡＩプログラミング１
ＡＩプログラミング２
ＡＩアルゴリズム
自然言語処理
情報理工学セミナー１
情報理工学セミナー２

基盤英語１
基盤英語２
English for Computer Science

区分

基（主
専）

安田　貴徳
<令和７年４月>
博士（数理学）

基（主
専）

大西　朔永
<令和７年４月>
博士（学術）

助教

秋山　英久
<令和７年４月>
博士（工学）

劉　渤江
<令和７年４月>
博士（工学）

ゲーミフィケーション
ゲームプロジェクト論

情報基礎数学１
情報理工学フロンティア
インターネット・セキュリ
ティ・アルゴリズム入門
暗号理論
情報理工学セミナー１
情報理工学セミナー２

統計
応用データ解析
情報理工学セミナー１
情報理工学セミナー２

職名

助教

基礎データ解析

その
他

担当授業科目名

劉　渤江
<令和７年４月>
博士（工学）

氏　　名
＜就任（予定）年月＞

保有学位等

教員

統計
応用データ解析
情報理工学セミナー１
情報理工学セミナー２

担当授業科目名

准教授

安田　貴徳
<令和７年４月>
博士（数理学）

基（主
専）

氏　　名
＜就任（予定）年月＞

保有学位等職名

基（主
専）

教授

劉　渤江
<令和７年４月>
博士（工学）

基（主
専）
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キャリアデザイン１
キャリアデザイン２

石田　弘樹
<令和８年４月>
博士（工学）

松浦　宏治
<令和７年４月>
博士（工学）

その他

秦　敬治
<令和７年９月>
博士（教育学）

キャリアデザイン１
キャリアデザイン２

その他

その他

その他

その他 講師

奥西　有理
<令和７年９月>
博士（文化科学）

教授

社会を読みとくＢ

自然を読みとくＡ

キャリアデザイン２

坂本　直文
<令和８年４月>

理学士

教授

教授

教授

松浦　宏治
<令和７年４月>
博士（工学）

人間を読みとくＢ人間を読みとくＢ

フレッシュマンセミナー

石田　弘樹
<令和８年４月>
博士（工学）

能美　洋介
<令和７年９月>
博士（理学）

担当授業科目名担当授業科目名

人間を読みとくＢ

その他

教員

教授

その他

秦　敬治
<令和７年９月>
博士（教育学）

氏　　名
＜就任（予定）年月＞

保有学位等

坂根　弦太
<令和７年４月>
博士（理学）

教授

教授

教授

職名

フレッシュマンセミナー

自然を読みとくＡ

社会を読みとくＢ

担当授業科目名

教授

教授

職名

坂根　弦太
<令和７年４月>
博士（理学）

その他

その他

その
他

教授

その他

区分

その他

教授

フレッシュマンセミナー

人間を読みとくＢ

矢城　陽一朗
<令和７年４月>
博士（工学）

その他

自然を読みとくＡ

その他

教員

その他

自然を読みとくＡ

職名

区分

講師

坂根　弦太
<令和７年４月>
博士（理学）

教授

人間を読みとくＢ

氏　　名
＜就任（予定）年月＞

保有学位等

社会を読みとくＢ

キャリアデザイン１

自然を読みとくＡ

能美　洋介
<令和７年９月>
博士（理学）

秦　敬治
<令和７年９月>
博士（教育学）

奥西　有理
<令和７年９月>
博士（文化科学）

氏　　名
＜就任（予定）年月＞

保有学位等

教員

自然を読みとくＡ

区分

矢城　陽一朗
<令和７年４月>
博士（工学）

松浦　宏治
<令和７年４月>
博士（工学）

石田　弘樹
<令和９年４月>
博士（工学）

奥西　有理
<令和７年９月>
博士（文化科学）

教授

教授

その他 教授

講師

教授

その他

教授

その他

能美　洋介
<令和７年９月>
博士（理学）

矢城　陽一朗
<令和７年４月>
博士（工学）

講師

その他

その他

人間を読みとくＢ

その他

その他
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教授

技術を読みとくＡ

プロジェクトマネジメント論

技術を読みとくＡ

ゲームグラフィックス

技術を読みとくＢ

大熊　一正
<令和７年４月>
博士（理学）

教授

青木　一勝
<令和７年９月>
博士（理学）

教授

技術を読みとくＢ

教授

教授

島田　恭宏
<令和９年９月>

理学博士

数理シミュレーション

教授

教授

その他

教授

教授

教授

数理シミュレーション

その他

藤本　真作
<令和１０年４月>
博士（工学）

西川　憲明
<令和１０年９月>
博士（理学）

その他

その他

藤本　真作
<令和１０年４月>
博士（工学）

その他

青木　一勝
<令和７年９月>
博士（理学）

氏　　名
＜就任（予定）年月＞

保有学位等

教授

島田　恭宏
<令和９年９月>

理学博士

青木　一勝
<令和７年９月>
博士（理学）

その他 教授

区分

教授

その他

西川　憲明
<令和１０年９月>
博士（理学）

インタラクティブシステム

下田　紀之
<令和７年４月>
学士（芸術工学）

教員

その他

三宅　新二
<令和１０年４月>
博士（工学）

教授

職名

大山　和紀
<令和８年４月>
学士（工学）

教員

その他

職名

下田　紀之
<令和７年４月>
学士（芸術工学）

その他

インタラクティブシステム

島田　恭宏
<令和９年９月>

理学博士

藤本　真作
<令和１０年４月>
博士（工学）

プロジェクトマネジメント論

氏　　名
＜就任（予定）年月＞

保有学位等

西川　憲明
<令和１０年９月>
博士（理学）

担当授業科目名

その他

その他

ゲームシステム概論

三宅　新二
<令和１０年４月>
博士（工学）

技術を読みとくＡ

教授

ゲームシステム概論

ＡＩロボティクス

インタラクティブシステム

担当授業科目名

大熊　一正
<令和７年４月>
博士（理学）

教員

プロジェクトマネジメント論

担当授業科目名

その他

その他 教授

教授

教授

数理シミュレーション

教授

教授

区分

教授その他

ゲームグラフィックス ゲームグラフィックス

職名

大山　和紀
<令和９年９月>
学士（工学）

三宅　新二
<令和１０年４月>
博士（工学）

その他

その他

その他

ゲームシステム概論

教授

大熊　一正
<令和７年４月>
博士（理学）

その他

その他

ＡＩロボティクス

区分

ＡＩロボティクス

大山　和紀
<令和８年４月>
学士（工学）

その他

下田　紀之
<令和７年４月>
学士（芸術工学）

教授

その他

その他

その他

技術を読みとくＢ

教授

氏　　名
＜就任（予定）年月＞

保有学位等
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准教授

准教授

加瀬　遼一
<令和７年９月>
博士（理学）

メディアリテラシ

人間を読みとくＡ

その他

楊　霊琳
<令和７年９月>

博士（言語文化）

准教授

区分

奥野　新太郎
<令和７年９月>
博士（文学）

丸川　眞佳
<令和７年９月>

修士（表現工学）

その他

人間を読みとくＡ

その他

技術を読みとくＢ

その他

その他 准教授

林　美帆
<令和７年４月>
博士（文学）

佐藤　元治
<令和７年４月>
博士（法学）

江本　正喜
<令和７年４月>

博士（人間・環境学）

教員

情報系日本語

区分

那須　浩郎
<令和７年９月>
博士（学術）

その他 准教授

社会を読みとくＡ

その他

丸川　眞佳
<令和７年９月>
修士（表現工学）

その他

加瀬　遼一
<令和７年９月>
博士（理学）

メディアリテラシ

人間を読みとくＡ

担当授業科目名

佐藤　元治
<令和７年４月>
博士（法学）

その他

情報基礎数学２

林　美帆
<令和７年４月>
博士（文学）

その他

文化を読みとくＢ

情報基礎数学２

那須　浩郎
<令和７年９月>
博士（学術）

氏　　名
＜就任（予定）年月＞

保有学位等

その他

教員

谷川　依津江
<令和８年４月>

修士（言語文化学）

その他

社会を読みとくＡ

区分

技術を読みとくＢ

准教授

准教授

担当授業科目名

准教授

その他

情報基礎数学２

准教授

准教授

佐藤　元治
<令和７年４月>
博士（法学）

氏　　名
＜就任（予定）年月＞

保有学位等

社会を読みとくＡ

講師

自然を読みとくＢ

准教授

文化を読みとくＢ

林　美帆
<令和７年４月>
博士（文学）

氏　　名
＜就任（予定）年月＞

保有学位等職名

准教授 准教授

担当授業科目名

那須　浩郎
<令和７年９月>
博士（学術）

教員

准教授

その他

その他

准教授

准教授

文化を読みとくＢ

その他

情報系日本語

谷川　依津江
<令和８年４月>

修士（言語文化学）

その他

その他

その他

その他

佐藤　友彦
<令和７年９月>
博士（理学）

准教授

その他

准教授

佐藤　友彦
<令和７年９月>
博士（理学）

職名

その他

情報系日本語

谷川　依津江
<令和８年４月>

修士（言語文化学）

自然を読みとくＢ

加瀬　遼一
<令和７年９月>
博士（理学）

准教授

講師

その他

自然を読みとくＢ

教授

メディアリテラシ

佐藤　友彦
<令和７年９月>
博士（理学）

職名

准教授

准教授

その他

技術を読みとくＢ

楊　霊琳
<令和７年９月>
博士（言語文化）
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コミュニケーション２
人間を読みとくＢ

担当授業科目名

その他

准教
授

区分

その他

その他

数理科学

西野　友一朗
<令和７年４月>
博士（文学）

コミュニケーション１

講師

その他

藤城　孝輔
<令和７年９月>

PhD in Film Studies

区分

その他

その他

麻谷　淳
<令和８年９月>
博士（情報工学）

准教授

西野　友一朗
<令和７年４月>
博士（文学）

その他

職名

技術を読みとくＡ

近藤　真史
<令和８年４月>
博士（工学）

数理科学

技術を読みとくＡ

文化を読みとくＡ

情報理論

コミュニケーション１

准教授

コミュニケーション２
人間を読みとくＢ

オペレーティングシステム

コミュニケーション１

その他

平松　直哉
<令和７年４月>
博士（理学）

その他 講師

講師

オペレーティングシステム

その他 講師

講師

情報理論

入江（渡部）　祐加
<令和７年４月>
博士（文学）

氏　　名
＜就任（予定）年月＞

保有学位等

准教授

准教授

講師

その他

その他

講師

その他 講師

荻原　桂子
<令和７年９月>
博士（学術）

野間川内　一樹
<令和７年９月>
修士（工学）

氏　　名
＜就任（予定）年月＞

保有学位等

その他

文化を読みとくＡ

その他

その
他

平松　直哉
<令和７年４月>
博士（理学）

教員

氏　　名
＜就任（予定）年月＞

保有学位等

野間川内　一樹
<令和７年９月>
修士（工学）

その他

その他 准教授

区分

職名

文化を読みとくＡ

荻原　桂子
<令和７年９月>
博士（学術）

入江（渡部）　祐加
<令和７年４月>
博士（文学）

川島　正行
<令和８年４月>
博士（理学）

その他

その他

教員

情報理論

野間川内　一樹
<令和７年９月>
修士（工学）

コミュニケーション２
人間を読みとくＢ

オペレーティングシステム

教員

准教授

文化を読みとくＣ

近藤　真史
<令和８年４月>
博士（工学）

近藤　真史
<令和８年４月>
博士（工学）

担当授業科目名

職名

講師

准教授

川島　正行
<令和８年４月>
博士（理学）

講師

担当授業科目名

入江（渡部）　祐加
<令和７年４月>
博士（文学）

麻谷　淳
<令和８年９月>
博士（情報工学）

麻谷　淳
<令和８年９月>
博士（情報工学）

講師

文化を読みとくＣ

数理科学

准教授

その
他

その他

文化を読みとくＣ

准教
授

西野　友一朗
<令和７年４月>
博士（文学）

川島　正行
<令和８年４月>
博士（理学）

講師

その他 准教授
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English for Business Field

教員

講師

その他

その他

講師

ビジネス日本語

宮口　徹也
<令和８年４月１日>

MA（Japanese Language and
Linguistics）

その他

小田　哲也
<令和９年９月>
博士（工学）

技術を読みとくＡ

基盤日本語１
基盤日本語２

基盤日本語１
基盤日本語２

西川　憲一
<令和８年４月>
修士（教育学）

簿記基礎
簿記原理

講師

講師

講師

ビジネス日本語

講師 講師

講師

担当授業科目名

その他

氏　　名
＜就任（予定）年月＞

保有学位等

区分

講師

その他 講師

講師

教員

基盤日本語１
基盤日本語２

知的ネットワークコンピュー
ティング

河中　康行
<令和７年４月>
学士（経済学）

ビジネス日本語

その他

区分

中濱　禎夫
<令和８年９月>

工学修士

小田　哲也
<令和９年９月>
博士（工学）

担当授業科目名

ホアン ゴック ビック チャン
<令和８年９月１日>

博士（学術）

情報セキュリティ

中濱　禎夫
<令和８年９月>

工学修士

李　貴美子
<令和７年４月>
修士（芸術工学）

河中　康行
<令和７年４月>
学士（経済学）

職名

その他

李　貴美子
<令和７年４月>
修士（芸術工学）

中濱　禎夫
<令和８年９月>

工学修士

その他 講師

宮口　徹也
<令和８年４月１日>

MA（Japanese Language and
Linguistics）

平山　敏弘
<令和９年４月>

経済学士

河中　康行
<令和７年４月>
学士（経済学）

その他

その他

簿記基礎
簿記原理

技術を読みとくＡ

知的ネットワークコンピュー
ティング

小田　哲也
<令和９年９月>
博士（工学）

担当授業科目名

その他

職名

その他

西川　憲一
<令和８年４月>
修士（教育学）

情報セキュリティ

氏　　名
＜就任（予定）年月＞

保有学位等

技術を読みとくＡ

講師

講師

小野　舞子
<令和７年４月>
博士（理学）

平山　敏弘
<令和９年４月>

経済学士

小野　舞子
<令和７年４月>
博士（理学）

講師

その他

教員

その他

インターネット論

その他

講師

講師

English for Business Field

知的ネットワークコンピュー
ティング

区分

講師

簿記基礎
簿記原理

その他

職名

English for Business Field

インターネット論

その他 講師

講師

講師

インターネット論

その他

准教
授

平山　敏弘
<令和９年４月>

経済学士

その他 講師

その他

その他

西川　憲一
<令和８年４月>
修士（教育学）

情報セキュリティ

講師

その他

小野　舞子
<令和７年４月>
博士（理学）

その他

李　貴美子
<令和７年４月>
修士（芸術工学）

その他

氏　　名
＜就任（予定）年月＞

保有学位等
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氏　　名
＜就任（予定）年月＞

保有学位等

映像ストーリー制作論

その他

鈴木　碧依
<令和７年９月>
学士（工学）

鈴木　碧依
<令和７年９月>
学士（工学）

職名

映像ストーリー制作論

講師

講師

講師

氏　　名
＜就任（予定）年月＞

保有学位等

講師

その他

講師

山下　晴海
<令和８年９月>

経営学士

情報セキュリティ

田口　怜
<令和１０年４月>
博士（工学）

その
他

映像制作技術論

区分

その他

生成ＡＩ論

その他

教員

講師

アニメーションデザイン
キャラクターデザイン
メディアアート

情報セキュリティ

映像ストーリー制作論

その他 講師

その他

職名

岡本　佳彦
<令和８年９月>

工学修士

映像制作技術論

生成ＡＩ論

田口　怜
<令和１０年４月>
博士（工学）

山本　守
<令和８年９月>

文学士

物部　一宏
<令和１０年４月>

商学士

区分

講師

その他

その他

氏　　名
＜就任（予定）年月＞

保有学位等

鈴木　碧依
<令和７年９月>
学士（工学）

映像制作技術論

担当授業科目名

田口　怜
<令和１０年４月>
博士（工学）

中村　恵美
<令和８年９月>

学士（国際文化）
講師

講師

その他 講師

物部　一宏
<令和１０年４月>

商学士

映像ストーリー制作論

教員

講師

担当授業科目名

区分

担当授業科目名

その他 講師

講師

職名

教員

その他 講師

その
他

その
他

その他

物部　一宏
<令和１０年４月>

商学士

情報セキュリティ

三好　聡浩
<令和８年９月>

芸術学士

アニメーションデザイン
キャラクターデザイン
メディアアート

その他

その
他

映像ストーリー制作論

講師

その他

生成ＡＩ論

山下　克司
<令和９年４月>

工学士

山下　克司
<令和９年４月>

工学士

映像ストーリー制作論

講師

アニメーションデザイン
キャラクターデザイン
メディアアート

山下　克司
<令和９年４月>

工学士

山下　晴海
<令和８年９月>

経営学士

講師
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講師

区分

その他

田部　崇倫
<令和８年９月>
学士（法学）

その他

藤岡　靖之
<令和８年９月>

経営学士

その他 講師

石原　勇次郎
<令和７年９月>
博士（芸術工学）

財務諸表論

その他

その他

区分

藤岡　靖之
<令和８年９月>

経営学士

ファイナンシャルプランニング

ファイナンシャルプランニング

その他

田部　崇倫
<令和８年９月>
学士（法学）

ファイナンシャルプランニング

ファイナンシャルプランニング

その他

石原　勇次郎
<令和７年９月>
博士（芸術工学）

ファイナンシャルプランニング

内田　博文
<令和８年９月>

経営学士

ファイナンシャルプランニング

財務諸表論

氏　　名
＜就任（予定）年月＞

保有学位等

健康の科学

その他

三宅　統久
<令和８年９月>
学士（経営学）

その他

講師

ファイナンシャルプランニング

ファイナンシャルプランニング

講師

講師

ファイナンシャルプランニング

講師

講師

藤岡　靖之
<令和８年９月>

経営学士

ファイナンシャルプランニング

財務諸表論

河合　洋人
<令和９年４月>
学士（経営学）

内田　博文
<令和８年９月>

経営学士

講師

その他

その他

講師

講師

その他

担当授業科目名

ファイナンシャルプランニング

講師

区分

その他 講師

黒崎　祐輔
<令和８年９月>
学士（商学）

担当授業科目名

ファイナンシャルプランニング

その他 助教

講師

氏　　名
＜就任（予定）年月＞

保有学位等

財務諸表論

講師

健康の科学

財務諸表論

その他 講師

黒崎　祐輔
<令和８年９月>
学士（商学）

その他

その他

その他

三宅　統久
<令和８年９月>
学士（経営学）

河合　洋人
<令和９年４月>
学士（経営学）

教員

小林　央快
<令和９年４月>
学士（人間科学）

健康の科学

河合　洋人
<令和９年４月>
学士（経営学）

助教

小林　央快
<令和９年４月>
学士（人間科学）

担当授業科目名

職名

黒崎　祐輔
<令和８年９月>
学士（商学）

ファイナンシャルプランニング

その他

田部　崇倫
<令和８年９月>
学士（法学）

氏　　名
＜就任（予定）年月＞

保有学位等

教員

ファイナンシャルプランニング

石原　勇次郎
<令和７年９月>
博士（芸術工学）

小林　央快
<令和９年４月>
学士（人間科学）

その他その他

職名 職名

その他 講師

講師

ファイナンシャルプランニング

財務諸表論

講師

その他 講師

その他

内田　博文
<令和８年９月>

経営学士

教員

三宅　統久
<令和８年９月>
学士（経営学）

講師

講師

講師
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(注)・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　認可申請書又は設置届出書の様式第３号（その２の１）（その２の２）（その２の３）に準じて作成してください。

　　　　　なお、設置認可時又は届出時、改正前大学設置基準等（令和４年10月１日施行前）に基づき、対象学部等を設置している場合、改正後大学設置基準等

　　　　　（令和４年10月１日施行）の適用以前については、改正前様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引」の「教員名簿」を確認してください。

　　　・　「認可時又は届出時」には設置認可時又は届出時の教員全て（基幹教員（大学院の研究科又は研究科の専攻の場合は「専任教員」）以外の教員（助手を

　　　　除く）（改正後大学設置基準等の適用以前は兼任、兼担教員）を含む。）を黒字で記入してください。

　　　　その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　年齢は、それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。

　　　・　記載は、設置認可時又は届出時における「大学の設置等に係る提出書類作成の手引」の「教員名簿」に記載されている「教員区分」（改正後大学設置基準等

　　　　の適用以前は「専任等区分」）の順に記入してください。

      ・  改正後大学設置基準等（令和４年10月１日施行）の適用以降については、主要授業科目にあたる「担当授業科目名」に下線を引いてください。 （大学院、

　　　　高等専門学校は除く）

　　　・　教員がサバティカル等で不在の期間がある場合、その期間（年月日）を上段「学位」の下へ記入してください。

　　　・　不要な年度（令和７年度開設であれば令和６年度以前）の表は適宜削除してください。

　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、「担当授業科目名」の上段に変更後のカリキュラム（新カリキュラム）の授業科目名を記

　　　　入するとともに、下段に変更前のカリキュラム（旧カリキュラム）の授業科目名を記入してください。

　　　　

横田　雅司
<令和１０年４月>
博士（工学）

その他

職名

その他

その他

ジェイソン ベイデンメン
<令和８年４月>

Master of Arts in English

担当授業科目名担当授業科目名

横田　雅司
<令和１０年４月>
博士（工学）

コミュニケーション２
人間を読みとくＢ

コミュニケーション２
人間を読みとくＢ

English for Computer Science

助教

助教

中山　紘之
<令和７年９月>
博士（学術）

助教

教員

職名

English for Computer Science

教員

その他

コミュニケーション２
人間を読みとくＢ

その他助教

その他

その他

助教その他

職名

English for Computer Science

区分

中山　紘之
<令和７年９月>
博士（学術）

中山　紘之
<令和７年９月>
博士（学術）

区分

ＡＩロボティクス

講師

担当授業科目名

助教

助教

氏　　名
＜就任（予定）年月＞

保有学位等

ＡＩロボティクス

区分 氏　　名
＜就任（予定）年月＞

保有学位等

助教

ＡＩロボティクス

横田　雅司
<令和１０年４月>
博士（工学）

その他

教員

ジェイソン ベイデンメン
<令和８年４月>

Master of Arts in English

ジェイソン ベイデンメン
<令和８年４月>

Master of Arts in English

氏　　名
＜就任（予定）年月＞

保有学位等
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（１）ー②担当教員表に関する変更内容

(注)・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　　　なお、改正前大学設置基準等に基づいて認可を受けて設置された学部等が、改正後大学設置基準等への適用のため、大学が基幹教員の要件を満たすと判断した

　　　　「専任教員」を「基幹教員」とする場合は、ＡＣ教員審査を受審する必要はない扱いとしています。（改正後大学設置基準等の適用にあたり、

　　　　「基幹教員」の担当授業科目を追加する場合、「基幹教員」の担当授業科目の内容を変更するなど、ＡＣ教員審査の受審を求めていた事由が発生する場合は、ＡＣ教員審査を受審する必要があります。）

　　　・　不要な年度（令和７年度開設であれば令和６年度以前）の表は適宜削除してください。

　　　　 　　　　

【令和７年度】
・基（主専）大西朔永助教が博士の学位を取得した。保有学位を「博士（学術）」に変更する。

・教育効果に配慮し、その他教員として平松直哉准教授を配置し基盤教育科目「技術を読みとくＡ」の担当とする。

・その他教員である小野舞子講師が令和7年4月1日より准教授に昇任した。職名をその他（講師）からその他（准教授）に変更する。

・その他教員である秦敬治教授が同一法人内他大学に異動したため令和7年9月1日より非常勤講師に任用する。職名をその他（教授）からその他（講師）に変更する。

・その他教員である奥西有理教授が令和7年3月31日をもって退職した。令和7年9月1日より非常勤講師に任用する。職名をその他（教授）からその他（講師）に変更する。

・その他教員である江本正喜教授が就任を辞退したため、後任として丸川眞佳を非常勤講師として任用した。

・その他教員である奥野新太郎教授が令和7年8月31日をもって退職したため、後任として楊霊琳准教授を任用した。

・その他教員である藤城孝輔講師が令和7年9月30日をもって退職したため、後任として荻原桂子を非常勤講師として任用した。

【令和８年度】
・基（主専）秋山英久准教授が令和8年3月31日をもって退職。後任については令和8年度中にAC教員審査を受審予定である。後任採用まで、同准教授を非常勤講師として任用す
る。そのため、職名を基（主専）（準教授）からその他（准教授）に変更する。

・教育効果に配慮し、その他教員として坂本直文教授を配置し、「キャリアデザイン１」の担当とする。

・その他教員の石田弘樹教授の担当から「キャリアデザイン１」を削除し、併せて就任予定年月を令和9年4月1日に変更する。

・その他教員の大山和紀教授の就任予定年月が誤っていたため、令和9年9月1日に修正する。

・その他教員である小野舞子准教授が令和7年9月30日をもって退職し、令和8年4月から非常勤講師として就任した。職名をその他（准教授）からその他（講師）に変更する。

・その他教員である宮口徹也講師が令和8年3月31日をもって退職したため、後任としてホアン ゴック ビック チャンを非常勤講師として任用する。就任予定年月を令和8年4月1
日から令和8年9月1日に変更する。

　　　　なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してください。

・その他教員である山下晴海講師が就任を辞退したため、後任として、三好聡浩、岡本佳彦、山本守、中村恵美の4氏を非常勤講師として任用する。

・その他教員である中山紘之助教が令和8年3月31日をもって退職し、令和8月9月から非常勤講師として任用する。職名をその他（助教）からその他（講師）に変更する。

　　　・　認可で設置された学部等の基幹（専任）教員を変更する場合は、当該基幹（専任）教員が授業を開始する前に必ず「基幹（専任）教員採用等設置計画変更書」を提出し、

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（ＡＣ教員審査）を受けてください。

　　　　原則としてＡＣ教員審査を受けずに基幹（専任）教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　ＡＣ教員審査の結果、「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。

 28 



(注)・　大学設置基準別表第一、短期大学設置基準別表第一イ、高等専門学校設置基準第六条第九項により算出される基幹教員数を記入してください。

　　  ・　高等専門学校の場合、「うち、完成年度時における設置基準上の必要教授数」欄は「うち、完成年度時における設置基準上の必要教授・准教授数として、

　　　　高等専門学校設置基準第八条により算出される必要教授・准教授数を記入してください。

(注)・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　　　高等専門学校の場合、「うち専ら当該学部等の教育研究に従事する者（「基（主専）」及び「基（専）」の計）」欄は、

　　　　「うち専ら当該高等専門学校の教育に従事する者（「基一」及び「基専」の計」）」として記入してください。

　　　　　なお、設置認可時又は届出時、改正前大学設置基準（令和４年10月１日施行前）に基づき、対象学部等を設置している場合、

　　　　「設置時の計画」欄は「設置時の計画（改正前大学設置基準等）」とした上で、「専任教員」及び「助手」の人数を記入してください。

　　　　また、「計（Ａ）」の「うち専ら当該学部等の教育研究に従事する者（「基（主専）」及び「基（専）」の計）（Ａ”）」欄には「－」を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、認可で設置された学部等の場合は、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、

　　　　教員審査を受審済みであり、完成年度までに就任する教員数を加えた数を、届出で設置された学部等の場合は、

　　　　「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、完成年度までに就任することが決定している教員数を加えた数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

(注)・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

　　　　及び、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて基幹教員として採用されている

　　　　教員数及び完成年度時に定年を超えて基幹教員として採用する教員数を記入してください。

　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入し、

　　　　「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

【基幹教員全体】

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

【基幹教員のうち、専ら当該学部等の教育研究に従事する者】

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ”）
設置時の計画（Ａ”）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

11

［ 1 ］

現在（報告時）の状況

教　授 准教授 講　師 助　教
助手

（Ｂ'）

現在（報告時）の完成年度時の計画

教　授 准教授 講　師 助　教
助手

（Ｄ'）

10

計
（Ｂ）

うち専ら当該学部等の
教育研究に従事する者
（「基(主専)」及び
「基(専)」の計）

（Ｂ”）

計
（Ｄ）

うち専ら当該学部等の
教育研究に従事する者
（「基(主専)」及び
「基(専)」の計）

（Ｄ”）

［ 0 ］ ［ 0 ］ ［ 1 ］

11

（ 10 ）

助手
（Ｃ'）

教　授 准教授 講　師 助　教

うち専ら当該学部等の
教育研究に従事する者
（「基(主専)」及び
「基(専)」の計）

（Ａ”）

うち専ら当該学部等の
教育研究に従事する者
（「基(主専)」及び
「基(専)」の計）

（Ｃ”）

（ 7 ）

計
（Ｃ）

8 2

計
（Ａ）

教　授 准教授 講　師 助　教
助手

（Ａ'）

　（２）－②　基幹教員等数【大学・高専】

　（２）－⑥　設置時の計画に対する助手充足率

=
0

= - ％
0

［0］

0

［ 0 ］

0 0

0

（ 1 ） （ 10 ）

1 10

（ 0 ）

［ 0 ］ ［ 1 ］

設置時の計画

現在（報告時）の完成年度時の状況

8 2 0 1 11

［ 0 ］ ［ △1 ］

8 1 0 1 10 10

［ △1 ］

（２） 基幹教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要基幹教員数

完成年度時における設置
基準上の必要基幹教員数

（α）

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

名 名

　　　　

(注)・　計画の区分が「学部等連係課程実施基本組織（学科連係課程実施学科）の設置」の場合、大学設置基準第四十一条第二項（短期大学設置基準第三条の二）に基づく

　　　　　連係協力学部等（連係協力学科）ごとに別ファイルで作成してください。

うち、完成年度時における設
置基準上の専ら当該学部等の
教員研究に従事する必要基幹
教員数（（α）の４分の３以

上）

5

名

6 3

　　　　　「連係協力学部等（連係協力学科）」の基幹教員数について、「（２）-① 設置基準上の必要基幹教員数」及び「（２）-② 基幹教員等数【大学】」を

歳 名 名

年齢構成

0

　（２）－③　年齢構成

0 1 11
8 1

［ 0 ］ ［ △1 ］ ［ 0 ］

定年規定の定める
定年年齢（歳）

（ 2 ） （ 0 ）

報告時（上記
（Ｂ））の教員の
うち、定年を延長
して採用している

教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

65 0 0

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
0

= ％
10

0

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
10
11

= 90.9 ％

=
10

= 90.9 ％
11
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時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　　　　（学年進行中に基幹教員の要件を満たさなくなったことにより、基幹教員でなくなった教員についても記入してください。）

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）

職　位

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに基幹（専任）教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

選択

必修 0

選択

必修

選択

自由自由 0

0 0

0必修 0 科目

選択

辞任等の理由

科目

後任補充状況

人
科目

(注)・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての基幹（専任）教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

0 自由 0

必修

必修

選択

自由

科目

③の合計数（c）

計 計計

①の合計数（a）担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

選択

②

③の合計数（c）

選択

選択

選択

必修

ゲームプログラミング

ゲームメカニクス

情報理工学セミナー１

ネットワークプログラミング

③

③

②

③

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

0

　（３）－②　基幹（専任）教員辞任の理由及び後任補充状況

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

１

情報理工学セミナー２ ③

0

教授 秋山　英久

情報理工学フロンティア

番　号

必修

科目0

0

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②基幹（専任）教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

R8.3.31付け　一身上の都合のため辞任（８）

担当予定科目

自由自由

　（３）－①　基幹（専任）教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由担当予定科目

該当なし

職　位 基幹（専任）教員氏名

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

　　　　　「辞任等の理由」に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

(注)・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての基幹（専任）教員について、記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

選択 3
1 人

計

（３） 基幹（専任）教員辞任等の理由

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・基幹（専任）教員が担当する（している）場合は「①」

・基幹（専任）教員以外の教員（兼任兼担教員）が担当する（している）場合は「②」

・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）就任を辞退した教員数

0

0

0

0

番　号

①の合計数（a）

基幹（専任）教員氏名

②の合計数（b）

0

0 0

必修・選択・自由の別

必修・選択・自由の別

②の合計数（b）

2

選択

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに基幹（専任）教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、

0 計

必修 1

計 52

4 科目

0 科目

7 科目 計

必修

R8.3

データの可視化

③

辞任した教員数

0自由

0 選択

・基幹（専任）教員が担当する（している）場合は「①」

・基幹（専任）教員以外の教員（兼任兼担教員）が担当する（している）場合は「②」

・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

必修 0必修

自由

3

1
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　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

(注)・（３）－①、（３）－②で赤字で記載した基幹（専任）教員数の合計数を記載してください。

　　　・令和８年度開設の学科等の場合、（D）＋（F）と同数を記載してください。

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 基幹（専任）教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

(注)・　上記（３）の基幹（専任）教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、

辞任等した教員数

1

0 選択

必修

5

自由 0

計 7 科目 計 0 計 2

0

【大学の所見】
　当該基幹教員（准教授）が令和8年3月末をもって一身上の都合により退職したが、教育研究上の支障を最小限に留めるため、次の措置を講じて
いる。令和8年度開講科目である「情報理工学フロンティア」及び「ゲームプログラミング」の2科目については、当該退職教員を非常勤講師とし
て継続雇用することで、教育内容の連続性および質を維持している。これにより、当該分野を専攻する学生の履修計画や修学機会に欠落が生じる
ことはなく、教育水準は確保されていると判断している。
【学生への周知方法】
　令和8年度シラバスにおいて、担当者の身分および授業運営体制を学生へ明示している。
【今後の方針】
　欠員となっている基幹教員の後任については、令和9年4月の着任を目指し、現在、公募手続を進行中である。

合計（Ｄ）＋（Ｆ）

1 人

3

③の合計数（c）①の合計数（a） ②の合計数（b）

必修 3 科目 必修

計

1

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

　（３）－⑥　定年により退職した基幹（専任）教員に対する後任補充状況

選択

必修

科目 選択

後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

1 人
自由 0 科目 自由 0 自由 0

選択 4

2

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

= = 9.09 ％
1
11

　（３）－⑤　令和７年度報告書から、新たに辞任等した基幹（専任）教員等の状況

番　号 職　位 基幹（専任）教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

該当なし

後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

・基幹（専任）教員が担当する（している）場合は「①」

・基幹（専任）教員以外の教員（兼任兼担教員）が担当する（している）場合は「②」

・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計 0

(注)・　定年により退職した全ての基幹（専任）教員について、記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに基幹（専任）教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

0
0 自由 0

計 0 科目 計 0 計 0

選択 0 選択 0

自由 0

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

科目 自由 0 自由

0 必修 0 必修 0

選択 0 科目 選択 0
人

必修 0 科目 必修

合計
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区　　　分
今後の

の実施計画

認　可　時

（令和６年）

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等 履　行　状　況

【認可】
遵守事項

履行中

安定的・継続的な授業
の実施や学生の個人情
報の管理等のために、
情報セキュリティの定
期的な検証や必要な改
善・充実を図ることに
より、通信教育課程の
適切な運営に努めるこ
と。

　「岡山理科大学情報セキュリ
ティ対策基本方針」【資料1】及び
「岡山理科大学情報セキュリティ
対策基本規程」【資料2】に基づ
き、情報セキュリティ対策を推進
している。通信教育部において
は、2024年度中に、情報セキュリ
ティ管理者、技術責任者、技術担
当者を配置し、部内の情報セキュ
リティマニュアルを策定した【資
料3】。また、LMSの安定的な運営
のため「岡山理科大学通信教育部
OUS-LMS 利用規程」【資料4】を新
規制定した。
　2025年3月に学内の情報セキュリ
ティ監査を受け、今後の必要な対
策を確認した。
　以上により情報セキュリティの
定期的な検証や必要な改善・充実
を図っている。（７）

（1）自部局の教職員に向けた、情
報セキュリティに関する意識向上
のため、基本情報等を抜粋したハ
ンドブックを整備する。
（2）非常時を想定したシミュレー
ションや訓練を取り入れ、インシ
デントの際の適切な対応について
認識を共有する。
（3）災害や停電など業務の中断を
引き起こし得る事象が発生した場
合でも事業が継続できるように、
情報セキュリティを考慮した事業
継続計画を立案する。（７）

履行中

　昨年度策定した「情報セキュリ
ティマニュアル」に基づき、体制
の形骸化防止とリテラシー向上に
向けた取り組みを推進した。
　学生に対しては、国立情報学研
究所（NII）提供のLMSコンテンツ
を活用した情報セキュリティ教育
を導入し、2025年度の受講率は
67.9％となった。教職員向けに
は、全部局の情報セキュリティ管
理者が参加する演習形式の研修に
て、「情報漏洩」や「不正アクセ
ス」発生時のトラブルシューティ
ング訓練を実施し、事案発生時の
対応能力を強化した。
また、2025年度中に部内の「情報
セキュリティマニュアル」を改訂
した【資料1】。
　以上により、情報セキュリティ
の定期的な検証や必要な改善・充
実を図っている。（８）

（1）自部局の教職員に向けた、情
報セキュリティに関する意識向上
のため、基本情報等を抜粋したハ
ンドブックを整備する。
（2）災害や停電など業務の中断を
引き起こし得る事象が発生した場
合でも事業が継続できるように、
情報セキュリティを考慮した事業
継続計画を立案する。（８）

【認可】
遵守事項

履行中

授業科目「アニメー
ションデザイン」及び
「映像ストーリー制作
論」について、授業形
態は講義となっている
が、両科目の授業目標
を踏まえると、実践的
な技術の修得のために
は講義だけでなく演習
が必要であると考えら
れることから、演習を
適切に導入することに
より、よりふさわしい
授業形態及び授業内容
とすること。

　授業科目「アニメーションデザ
イン」では、もとより演習を含め
た授業計画であるので、実態に即
して授業形態を「講義」から「講
義及び演習」に変更する。
　「映像ストーリー制作論」につ
いては、指摘を踏まえ、演習を適
切に取り入れる方向で授業概要を
見直すこととする。授業形態を
「講義」から「講義及び演習」に
変更する。【資料5】（７）

　RSK山陽放送株式会社と連携して
行う授業科目「映像ストーリー制
作論」は、演習を適切に取り入れ
た授業概要に令和8年度に修正す
る。（７）
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区　　　分
今後の

の実施計画
附　帯　事　項　等 履　行　状　況

履行中

　授業科目「アニメーションデザ
イン」及び「映像ストーリー制作
論」について、実践的な技術の修
得のため、演習を主体とした授業
内容へと改善を図った。「アニ
メーションデザイン」では、学生
が制作したアニメーション作品を
単位認定試験（期末課題）として
課し、技術修得状況に基づいた成
績評価を実施した【資料2】。
　RSK山陽放送株式会社と連携する
「映像ストーリー制作論」につい
ては、担当予定教員の変更に伴
い、新たに映画監督やアナウン
サー等を含む4名の実務家教員を配
した。これにより、報道の枠に留
まらない多彩な映像表現の教授が
可能となり、単位認定試験におい
ても映像制作課題を導入すること
で、演習を適切に取り入れた授業
形態を確立した【資料3】。
　以上により、よりふさわしい授
業形態及び授業内容への改善・充
実を図っている。（８）

（1）「アニメーションデザイン」
及び「映像ストーリー制作論」に
おいて、学生が制作した作品に対
する教員からのフィードバック体
制を強化し、さらなる表現技術の
向上を支援する。
（2）実務家教員による演習内容の
検証を定期的に行い、業界の最新
動向や技術を反映させた授業内容
の維持・充実に努める。（８）

【認可】
遵守事項

履行済

履修モデルについて、
授業科目「オペレー
ティングシステム」の
履修推奨年次が４年次
となっているが、カリ
キュラム・ツリーを確
認すると、当該科目の
配当は２年次前期であ
ることから、履修モデ
ルを適切に改めた上
で、学生に対して履修
指導を行うこと。

　履修モデルにおいて授業科目
「オペレーティングシステム」の
履修推奨年次が４年次となってい
たが、２年次に改めた上で、学生
に対して履修指導を行った。履修
モデル【資料6】を添付する。
（７）

【認可】
遵守事項

履行中

演習を行う授業科目に
ついては、各科目の達
成目標に照らして十分
な演習時間を確保する
ことが必要であり、提
示する課題は本課程を
併せ行う通学教育課程
に比して十分な質及び
量であることを適切に
担保するとともに、単
位認定試験を厳格に運
用すること。

　本課程を併せ行う通学教育課程
に比して十分な質及び量であるこ
とを適切に担保する制度を構築す
るため、通信教育支援センターを
設置した【資料7】。授業の質保証
に関する業務を当該センターで行
う。
　また、単位認定試験の厳格な実
施に向けて「岡山理科大学通信教
育部期末試験実施細則」【資料8】
を制定した。（７）

　通信教育支援センターを中心
に、授業の質保証に関するPDCA体
制を構築し、教育・学習等が適切
な水準にあることを説明してい
く。また、単位認定試験の厳格な
実施についても同センターが中心
となって行う。（７）

履行中

　通信教育支援センターが主導
し、通信教育部運営委員会を毎週
開催することで、教育の質保証に
関する課題を継続的に点検・確認
した。年度末に次年度開講科目の
全シラバスの点検を実施し、通学
課程と同等の質及び量が確保され
ていることを確認した。
　また、「岡山理科大学通信教育
部期末試験実施細則」に基づき、
全ての単位認定試験において厳格
な本人確認と不正監視を滞りなく
実施した。（８）

　通信教育支援センターによる
PDCA体制を教務運営のルーチンと
して定着させる。
　今後も単位認定試験の厳格な運
用を継続するとともに、不正防止
のための最新の動向を調査し、必
要に応じて実施細則の見直しやシ
ステムのアップデートを検討して
いく。（８）
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区　　　分
今後の

の実施計画
附　帯　事　項　等 履　行　状　況

【認可】
遵守事項

履行中

教育にふさわしい環境
確保の観点から、アド
ミッション・ポリシー
を踏まえた適切な入学
者選抜の実施に留意し
つつ、設置計画におけ
る収容定員に見合った
学生の確保に努めるこ
と。また、入学者数等
の状況に応じた収容定
員の適切な規模につい
て不断の検討を行うと
ともに、必要に応じて
定員の見直しを図るこ
と。

（情報理工学科）
　認可時の計画に基づき、アド
ミッション・ポリシーを踏まえ
2025年度入学者選抜を実施した。
その結果、学校推薦選抜16人、一
般選抜100人、社会人選抜35人の志
願者があり、それぞれの区分で16
人、90人、31人が入学した。収容
定員充足率は68.5％であった。計
画時のニーズ調査の結果をふま
え、募集人員を学校推薦型選抜10
名、一般選抜20名、社会人選抜170
名に設定して募集したが、特に一
般選抜と社会人選抜において募集
人員と志願者数に大きな乖離が見
られた【資料9】。その要因は、募
集人員の少なさから応募を躊躇っ
た層があるという点にある。この
ため2026年度入学者選抜より、一
般選抜の募集人員の割合を増やす
ことで、一般入試の志願者、入学
者を増加させる。一方、社会人選
抜においては、インターネット広
告を展開するとともに本大学と交
流のある企業を中心に広報を行っ
たが、見込みどおりの志願者数に
至らなかった。このため募集人員
を減らすこととするが、引き続き
大学の通信教育プログラムの活用
を企業や地方自治体へ働きかけ、
社会人の学び直しの機会拡大を図
り、変更後の社会人選抜の募集人
員を満たす志願者、入学者を獲得
する。（７）

（情報理工学科）
　募集人員が少ないことから志願
を躊躇することないよう、2026年
度入学者選抜において、一般選抜
の募集人員を増加し、代わりに社
会人選抜の募集人員を適切な人数
に改める【資料9】。（７）

履行中

（情報理工学科）
　前年度の課題を踏まえ、2026年
度入学者選抜より一般選抜の募集
人員を20名から80名へと大幅に拡
大し、志願者が応募を躊躇しない
環境を整えた。その結果、一般選
抜で50人、学校推薦選抜11人、社
会人選抜19人の志願者があり、そ
れぞれ45人、11人、17人が入学し
た。全体の収容定員充足率は37.5%
（前年度比31.0ポイント減）に留
まった。
　一般選抜の枠拡大により心理的
障壁の払拭に努めたものの、前年
度入学者の中核を成していた教育
連携校からの志願者が、当該校の
カリキュラム変更等の影響により
一時的に減少したことが充足率低
下の主因となった。
　また、社会人選抜においても、
広告展開等の広報活動を新規に
行ったが、認知度の浸透に時間を
要しており、依然として志願者獲
得に課題を残す結果となった。
（８）

（情報理工学科）
　収容定員の適正化を最優先課題
とし、入学者確保に向け、入試制
度の抜本的改革に着手する。具体
的には、多様な学習背景を持つ層
を柔軟に受け入れるため、4月入学
に加え、新たに「秋入学制度」を
導入する。 これにより、海外に居
住する学生や社会人の学び直し
ニーズを時機を逸することなく取
り込む。
　あわせて、教育連携校に依存し
ない独自集客を強化するため、説
明会の充実や、併せ行う通学課程
の学生との合同企画を実施し、学
生の確保に努める。
　なお、これらの入試改革の成果
を慎重に見極めつつ、中長期的な
収容定員の適切な規模についても
不断の検討を行う。（８）
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区　　　分
今後の

の実施計画
附　帯　事　項　等 履　行　状　況

【認可】
遵守事項

履行中

理学部化学科の収容定
員未充足の是正に努め
ること。

　申請時、理学部化学科の収容定
員充足率は令和4（2022）年度
68%、令和5（2023）年度62%であっ
た。
　高校への聞き取り調査では「化
学」選択者の減少という意見が多
く、そのため、高校低学年より、
化学への興味関心を引き出すため
に、「高校生のための化学実験教
室」を本学で開催している。
　また、企業・公的機関での研究
職を目指し、大学院へ早期進学を
目指す「大学院早期進学コース」
も高校生へ訴求力があるため、フ
ライヤーを作成し周知を図ってい
るが、収容定員充足率は令和6
（2024）年度52%、令和7年
（2025）年度43%となっており、い
まだ未充足の状況が続いている。
（７）

　化学への興味関心を引き出すた
め、「高校生のための化学実験教
室」を開催するとともに、新たに
中学校への出張講義を行い、将来
の志願者確保につなげていく。
　また、タイムリーなDM発送や県
内の高校訪問もこれまで以上に強
化し、周知を図っていくとともに
学科の学びの動画をHPにて紹介す
ることで、研究力のある大学とし
て社会にアピールしていく。
　令和8（2026）年度に収容定員変
更（入学定員減）を届出予定であ
る。（７）

履行中

　高校への聞き取り調査の結果、
「化学」選択者の減少が課題とし
て浮き彫りになった。そのため本
学では、早い段階から化学への興
味・関心を喚起すべく、高校低学
年を対象とした「高校生のための
化学実験教室」を開催している。
　また、研究職志望の生徒に向け
た「大学院早期進学コース」の周
知を図るため、フライヤーを作成
し訴求に努めている。収容定員充
足率は、令和6（2024）年度が
52%、令和7（2025）年度が43%と低
迷していたが、令和8（2026）年度
は53%となり、わずかではあるが回
復の兆しが見られる。（８）

　令和4（2022）年度より「高校生
のための化学実験教室」を継続的
に実施している。入学者数につい
ては、令和6（2024）年度は29名と
一時的に低迷したものの、令和7
（2025）年度は31名、令和8
（2026）年度は44名と着実に増加
しており、回復の兆しが見られ
る。今後も本取り組みを継続する
ことで、さらなる入学者数の確保
に努めたい。（８）

【認可】
遵守事項

履行済

理学部臨床生命科学科
の収容定員未充足の是
正に努めること。

　臨床検査技師の国家資格を取得
できるコースだけではなく、臨床
工学技士の国家資格を取得できる
コースを設け、幅広い受験層の獲
得を目指すため、令和7（2025)年
度より工学部生命医療工学科と統
合し、新たに生命科学部に医療技
術学科を設置した。
　今後も臨床検査技師、臨床工学
技士と2種類の医療系国家資格が取
得できる学科として、中四国、九
州・沖縄エリアの受験生を中心に
DMを発送し、周知を図っていく。
　また、県内の高校教員を本学に
招き、学科概要説明や施設見学を
実施し、本学の魅力を伝えてい
く。（７）
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【認可】
遵守事項

履行中

工学部応用化学科の収
容定員未充足の是正に
努めること。

　申請時、工学部応用化学科の収
容定員充足率は令和4（2022）年度
72%、令和5（2023）年度65%であっ
た。
　理学部化学科同様、「化学」と
いう名称で高校生に敬遠されがち
であり、早い段階（中学校、高校
の1・2年）にアプローチし、化学
の面白さをアピールしているが、
収容定員充足率は令和6（2024）年
度52%、令和7年（2025）年度43%と
なっており、いまだ未充足の状況
が続いている。（７）

　高校への聞き取り調査では「化
学」選択者の減少という意見が多
く、そのため、高校低学年より、
化学への興味関心を引き出すため
に、理学部化学科と合同で「高校
生のための化学実験教室」を開催
する。
　また、理学部化学科と合同で高
校訪問を行い、学科パンフレット
を配布することで知名度向上を図
る。
　令和8（2026）年度に収容定員変
更（入学定員減）を届出予定であ
る。（７）

履行中

　理学部化学科と同様に、高校に
おける「化学」選択者の減少が大
きな課題となっている。そのた
め、低学年次から化学への興味・
関心を喚起することを目的に、令
和7（2025）年度より理学部化学科
と合同で「高校生のための化学実
験教室」を開催している。その結
果、入学者は令和6（2024）年度の
17名から、令和8（2026）年度には
32名にまで増加した。（８）

　低学年次から化学への興味・関
心を喚起することを目的に、昨年
度に引き続き、理学部化学科と合
同で「高校生のための化学実験教
室」を開催する。
　また、近隣校への訪問活動を強
化し、同科と共同でパンフレット
の配布等を行うことで、知名度の
さらなる向上を図っていく。
（８）

【認可】
遵守事項

履行中

教育学部初等教育学科
の収容定員未充足の是
正に努めること。

　申請時、教育学部初等教育学科
の収容定員充足率は令和4（2022）
年度83%、令和5（2023）年度69%で
あった。
　教育学部全体で積極的な高校訪
問や出張講義により、学科の特色
を受験生に周知している。
　さらに、WEB広告等により学科の
アピールを行っているが、収容定
員充足率は令和6（2024）年度
53%、令和7（2025）年度48%となっ
ており、いまだ未充足の状態が続
いている。（７）

　県内及び近隣県の高校訪問を強
化し、教員採用試験の合格者の多
さやOB教員が多いなどの本学なら
ではの強みをアピールしていく。
　また、教員不足が言われている
中、近隣の自治体や高校にもアプ
ローチし、高大及び官と連携して
教員養成プログラムを実施できる
ような働きかけを行っていく。
（７）

履行中

　近隣競合大学の影響を受け、令
和3（2021）年度以降、入学定員充
足率は低下傾向にある。また、
「岡山理科大学」という名称から
文系学部である教育学部の存在が
想起されにくいことも、志願者動
向に影響を及ぼしていると考えら
れる。
　これに対し、令和7（2025）年度
より入学定員を10名減じる定員適
正化を行った。あわせて、近隣自
治体や高校へのアプローチを強化
し、官学および高大連携による教
員養成プログラムの実施に向けた
働きかけを推進している。これら
の取り組みにより、令和8（2026）
年度の収容定員充足率は53%とな
り、わずかではあるが回復の兆し
が見られる。（８）

　昨年度から実施している近隣自
治体との連携強化により、令和7
（2025）年度の入学者数は31名で
あったのに対し、令和8（2026）年
度は55名（入学定員充足率91.7%）
と大幅に改善した。
　今後も、教員不足が喫緊の課題
となっている各県教育委員会との
連携をさらに深め、本学独自の教
育内容や地域課題に直結した連携
事業の具体例を積極的に発信す
る。これにより、学科の社会的役
割を明確に示し、収容定員の完全
充足を目指していく。（８）
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区　　　分
今後の

の実施計画

設置計画履行状況

調　査　結　果

（令和７年度）

附　帯　事　項　等 履　行　状　況

【認可】
遵守事項

履行中

教育学部中等教育学科
の収容定員未充足の是
正に努めること。

　申請時、教育学部中等教育学科
の収容定員充足率は令和4（2022）
年度70%、令和5（2023）年度62%で
あった。
　教育学部全体で積極的な高校訪
問や出張講義により、学科の特色
を受験生に周知している。
　さらに、WEB広告等により学科の
アピールを行っているが、収容定
員充足率は令和6（2024）年度
57%、令和7（2025）年度63%となっ
ており、いまだ未充足の状態が続
いている。
　令和6（2024）年度の広報戦略及
び入学定員減も重なり、収容定員
充足率は改善傾向にある。（７）

　県内及び近隣県の高校訪問を強
化し、教員採用試験の合格者の多
さやOB教員が多いなどの本学なら
ではの強みをアピールしていく。
　また、教員不足が言われている
中、近隣の自治体や高校にもアプ
ローチし、高大及び官と連携して
教員養成プログラムを実施できる
ような働きかけを行っていく。
（７）

履行中

　初等教育学科と同様、近隣競合
大学との競争激化により、入学定
員充足率は低下傾向にあった。ま
た、「岡山理科大学」という名称
から、文系学部である教育学部の
存在が受験生に想起されにくいこ
とも、志願者動向に影響を及ぼし
ていると考えられる。
　これに対し、令和7（2025）年度
より入学定員を10名減じる定員適
正化を実施した。あわせて、近隣
自治体との官学連携や高大連携に
よる教員養成プログラムの構築を
推進した結果、令和8（2026）年度
の入学者数は53名（入学定員50名
に対し充足率106%）となり、大幅
な改善を見ることができた。
（８）

　初等教育学科と同様に、教育学
部全体として、今後も教員不足が
喫緊の課題となっている各県教育
委員会との連携をさらに深めてい
く。本学独自の教育内容や地域課
題に直結した連携事業の具体例を
積極的に発信することで、学科の
社会的役割を明確に示し、収容定
員の完全充足を継続的に目指して
いく。（８）

【ＡＣ】
指摘事項
（改善）

履行中

入学者選抜の適切な実
施等を通じ、収容定員
超過の改善に努めるこ
と。（生物地球学部恐
竜学科）

　開設初年度である令和7（2025）
年度は、入学定員45名に対して入
学者数53名、収容定員充足率
117％、開設2年目の令和8（2026）
年度は入学者数54名、収容定員充
足率117％と2年連続して収容定員
を上回る結果となった。
　上回った要因として、推薦入試
および一般入試における併願制入
試において、合格者の歩留まりが
当初の予測を上回ったことが挙げ
られる。　（８）

　令和9（2027）年度の各入試にお
いては、過去2年間の歩留率の状況
から最適と考えられる歩留率を予
測し、合格者数を可能な限り絞り
込むことにより、収容定員超過の
改善を目指す。　（８）

【ＡＣ】
指摘事項
（改善）

履行中

教育内容の充実等を通
じ、収容定員未充足の
改善に努めること。
（生命科学部医療技術
学科）

　令和7（2025）年度に開設した
が、初年度の入学者数は46名（入
学定員70名）に留まった。定員未
充足の主な要因は、設置認可等の
申請スケジュールの関係で、学生
募集の開始時期が遅れたことにあ
ると考えられる。
　一方、令和8（2026）年度は56名
まで増加しており、入学者数は上
向き傾向にある。（８）

　高校生への学科認知度が依然と
して不足していることが課題であ
る。今後は、臨床検査技師および
臨床工学技士の国家資格取得に向
けた支援に加え、理系総合大学の
強みを活かした独自の教育カリ
キュラムを近隣高校への訪問やDM
を通じて周知し、定員充足を目指
していく。（８）
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区　　　分
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の実施計画

　　　　【令和７年度報告書から記載内容に変更がある場合】

　　　　　令和７年度報告書の記載内容を転記し文末に「（７）」と記載した上で、変更後の「履行状況」及び

　　　　　「今後の実施計画」を記載し文末に「（８）」と記載してください。

　　　　【令和７年度報告書から記載内容に変更がない場合】

　　　　　令和７年度報告書の記載内容を転記し文末に「（７）（８）」と記載してください。

　　　　【令和８年度から新たに調査対象となった学科等又は令和７年度設置計画履行状況調査で付された指摘の場合】

　　　　　「履行状況」及び「今後の実施計画」を記載し文末に「（８）」と記載してください。

附　帯　事　項　等 履　行　状　況

【ＡＣ】
指摘事項
（改善）

履行中

教育内容の充実等を通
じ、収容定員未充足の
改善に努めること。
（情報理工学部情報理
工学科（通信教育課
程））

2026年度入学者選抜では、一般選
抜の募集枠を20名から80名へ拡大
し受入れ体制を整えた。結果、一
般45人、学校推薦11人、社会人17
人が入学したが、収容定員充足率
は37.5%に留まった。
要因として、主要な募集源であっ
た教育連携校のカリキュラム変更
による志願者減に加え、社会人層
への教育内容の訴求不足が挙げら
れる。
教育内容の充実の観点からは、通
信教育支援センターによる教育の
質保証チェック体制の検討を始め
る。（８）

収容定員未充足の早期改善に向
け、入試制度の改革と教育の魅力
向上を並行して推進する。「秋入
学制度」を導入し、海外居住者や
社会人が時期を問わず出願できる
環境を構築する。通信教育課程の
特性を活かしつつ、通学課程との
合同企画や、実務に直結したリカ
レント教育コンテンツの拡充を行
い、本学科ならではの学修メリッ
トを明確化する。
これらの施策を通じ、アドミッ
ション・ポリシーに基づく質の高
い学生確保に努める。（８）

(注)・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。以下同様。） と、それに対する履行状況等について、

　　　　具体的に記入してください。

　　　・　認可時または届出時に付された附帯事項に対する履行状況等の記載に当たっては、以下のとおり記載してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査結果」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的かつ明確に記入してください。

　　　　その履行状況等の参考や根拠となる資料があれば、添付してください。

　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査結果」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

①　開設の趣旨

　　Ⅳ教員課程編成の考え方及び特色

②　シラバス

　　　 　

③　開設の趣旨

　Ⅶ通信教育を実施する場合の具体的計画

　9.教員の負担の程度

④　開設の趣旨

　Ⅶ通信教育を実施する場合の具体的計画

　10.入学者選抜の概要

⑤　教員名簿

　教員の担当単位数、年間開講数

７　その他全般的事項

＜通信教育部情報理工学部　情報理工学科＞

（１） 設置計画変更事項等

令和8年度より9月を始期とする入学生（以下「9月入学
者」）を受け入れる。認可時の計画は4月入学者を想定した
教育課程、教員配置であるため、9月入学者に対応できるよ
う必要な整備を行った。

1）授業科目の開講期の調整【資料4「授業科目の概要」】9
月入学者に対応するため、学習の基盤となる導入科目「フ
レッシュマンセミナー」「基盤日本語1」「基盤日本語2」
及び4年間の集大成である「情報理工学セミナー」を、春学
期及び秋学期の年2回開講とする。

①フレッシュマンセミナー大学でのラーニング・スキル習
得を目的とした必修科目であるため、9月入学者が入学直後
に履修できるよう秋学期（1後）の開講を追加する。
②基盤日本語1，基盤日本語2日本語を母国語としない学生
を対象に基礎的な日本語を学修する科目である。9月入学者
が入学直後の1年秋学期に「基盤日本語1」続いて2年次春学
期に「基盤日本語2」を履修できるよう、対応した配当年次
を追加する。
③情報理工学セミナー通学課程の卒業研究に相当する4年次
の必修科目であるため秋入学者に対応し「情報理工学セミ
ナー1」「情報理工学セミナー2」を、春学期及び秋学期の
両方で開講する。

上記科目以外は秋入学者に対応した【資料5　履修モデル】
【資料6　カリキュラムツリー】に示すよう、教育課程の体
系性が確保できている。

　変更するシラバスの科目名、開講期記載「情報理工学セ
ミナー１」（4前）、「情報理工学セミナー２」（4後）

2)9月入学者の受け入れに伴い開講期を変更する授業科目の
シラバス【資料7　シラバス】※認可時に提出したもの「情
報理工学セミナー1」（4前・4後）、「情報理工学セミナー
2」（4前・4後）

3)9月入学者の受け入れに伴う教員の負担の程度について

①年2回開講する科目について
VOD型授業動画を春・秋の両学期に配信するため、教員が新
たに教材を作成する必要はない。ただし、受講する学生の
質疑応答などの対応が年に2回になるため、補助指導員（TA
など） による授業補助時間が若干増加する。
②入学者選抜の対応について
９月入学者選抜日程を追加する。願書受付、原案作成、入
試判定の業務が増加する。
【資料8　授業運営関係業務体系と業務量見積】

業務量の見積もり結果、業務が若干増加するが現状の教育
研究実施組織の編制で支障がないことを確認している。

4)9月入学の募集人員既存の一般選抜、社会人選抜の募集人
員枠内で若干名募集する。

5)教員の担当単位数、年間開講数の変更【資料9　教員名
簿】」配当年次、担当単位数、年間開講数の変更

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。
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（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　本学では教員の教育能力を高める組織的・実践的取り組みとして平成12年度にＦＤ委員会を設け、授業の改善を目的に
教育システムの点検、授業内容（範囲及び水準）・方法の妥当性の検証等に全学的に取り組んできた。平成22年度には教
育開発支援機構（平成28年度から教育支援機構、平成30年度から教育推進機構）を設置して、ＦＤ推進室を中心に取り組
みの拡充を図り、学生による授業評価アンケート、教員間の授業参観、これらの有効性・妥当性の検証と啓発・周知を図
るための講演会等の研修、各種報告書の作成と公開に取り組んできた。
　全学のＦＤを推進する業務を担ってきたＦＤ推進室は、平成28年度の全学的な教育研究組織の改編に伴い、教育支援機
構（平成30年度から教育推進機構）教育開発センターへと発展的に改組した。さらに、平成30年度からは、各学科・セン
ターの教育内容、教育方法の改善に係る企画立案及び成果検証を推進する上で中核的な役割を果たす教員を「教育ディベ
ロッパー」に任命する制度を、令和7年度より、大学院（修士課程を有する各専攻）にもその対象を拡大した。また、令
和２年度から教育に関するの重要事項を審議する場として、学部代表も構成員に加えた「教育推進機構会議」を設け、教
育推進機構の各センターの教育改革を全学的に機能させる体制を整えた。
　教育推進機構教育開発センターが立案したＦＤの実施計画は、「教育推進機構会議」における審議を経たのち、「教学
委員会」において学部（研究科）教員に情報を提供している。「教育推進機構会議」では、それ以外の教学に関する重要
事項についても審議している。各学部においては、学部教授会の前後に「学部懇話会」の時間を設けＦＤ活動に取り組ん
でいる。
　また、教育研究活動の適切かつ効果的な運営を図り、教職員として必要な知識や技能を修得させ、能力及び資質を向上
させるための研修としてＳＤを計画的に実施している。ＳＤに関しては「ＳＤ推進委員会」を設け、ＳＤの実施方針、実
施計画等を審議している。

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

  「教育推進機構会議」は、(1)教育推進機構長、(2)教育推進機構副機構長　(3)学部代表（兼　研究科代表）各１名、
(4)教育開発センター長、(5)自然科学教育センター長、(6)人文社会科学教育センター長、(7)教職支援センター長、(8)
学芸員教育センター長、(9)ＩＲセンター長、(10)教学支援部長、(11)教学・学生支援部長（今治キャンパス）(12)その
他教育推進機構長が必要と認めた者を構成員とし、毎月１回開催する。
　「教学委員会」は、大学全体の方針を踏まえ学部、学科、機構等との教学に関する情報共有や意見調整を行うことを目
的とし、毎月1回開催する。(1)副学長、(2)学部長、(3)学科長・コース長、(4)副機構長、(5)教育開発センター長、(6)
ＩＲセンター長等を構成員とする。
　「ＳＤ推進委員会」は、(1)学長、(2)副学長、(3)事務局長、(4)事務局次長、(5)庶務部長、(6)経営改革本部ＨＲ推進
部長を委員として、ＳＤを計画的、組織的に実施し、実施内容について点検・評価するため年に数回開催する。

　ｃ　委員会の審議事項等

　ＦＤ活動については、教育推進機構内の教育開発センターが研修会・講習会などを企画しており、重要事項については
教育推進機構会議の審議を経て業務を推進している。学部、学科等に対しては、教学委員会を通じて情報の周知及び共有
に努めている。
　ＳＤ活動については、ＳＤ推進委員会を設けて庶務部を中心に実施計画を作成し、事務職員の部課長会議等でＳＤの実
施計画や結果等の情報を周知している。

②　実施状況

　ａ　実施内容

(1) カリキュラムアセスメント（学科・専攻の評価に対する他学科・他専攻評価によるカリキュラム改善）
(2) 卒業生・修了生アンケート、卒業生・修了生インタビュー
(3) 全学ＦＤ講演会、教育ディベロッパー研修会、フォローアップＦＤ及び学部懇話会並びに職員研修（ＳＤ）の実施。
(4) 学生による授業アンケート

　ｂ　実施方法

(1) カリキュラムアセスメントは、学部・学科・専攻の卒業・修了生がどの程度ＤＰを修得したのか、カリキュラム改善
を目的として、自己（自学科・専攻）評価、他者（他学科・専攻）評価を行うものであり、学部学科・研究科専攻ごとに
アセスメントポリシーを設けている。
(2) 卒業生・修了生アンケートは教育改善や学生支援の充実を目的とし、全学の卒業生・修了生対象に実施する。卒業
生・修了生インタビューは直接、学生にインタビューを行い、教育改善に活用する。
(3) ＦＤ講演会、ＳＤは講師による講演と質疑応答を行い、各教員が授業改善・業務改善の取り組みに生かす。講演会に
はワークショップをセットにする場合もある。全学対象の講演会の他、各学部・研究科・機構単位に実施する懇話会にＦ
Ｄ的な内容を設ける場合もある。
(4) 授業改善のための授業アンケートに関しては③に後述する。
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　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

令和７年度の実施状況は下記の通りである。令和８年度もＦＤ・ＳＤ講演会を実施する計画である。

FD関係
No　　実施日　　　　　　　　　　　　研修名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加人数
01　2025/04/16（水）　獣医学部ハラスメントＦＤ研修会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　37
02　2025/05/14（水）　ＩＣＴ研修会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　41
03　2025/05/19（月）　全学ＦＤ研修会（学生の性の多様性に関する対応ガイドライン）　　　　　　　 434
04　2025/05/26（月）　２０２５年度入試ＦＤ研修会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 235
05　2025/05/28（水）　第１回教育ディベロッパー研修会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　37
06　2025/06/04（水）　全学ＦＤ研修会（２０２４年度カリキュラムアセスメント・チェック）　　　　　20
07　2025/06/25（水）　全学ＦＤ研修会（学修成果の可視化）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 106
08　2025/07/16（水）　全学ＦＤ研修会（情報セキュリティ基礎講習）　　　　　　　　　　　　　　　 386
09　2025/07/18（金）　獣医学部ＦＤ研修会（令和７年度ＳＰＯＤ講師派遣プログラム）　　　　　　　　17
10　2025/07/28（月）　令和７年度研究インテグリティに関するＦＤ研修会　　　　　　　　　　　　　 237
11　2025/07/30（水）　第２回教育ディベロッパー研修会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　41
12　2025/09/13（土）　英語教員ＦＤ会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   5
13　2025/09/24（水）　第３回教育ディベロッパー研修会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32
14　2025/09/27（土）　全学ＦＤ研修会（教職シンポジウム２０２５）　　　　　　　　　　　　　　　　15
15　2025/11/12（水）　教職学協働ＦＤ研修会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　36
16　2025/11/18（火）　全学ＦＤ研修会（情報セキュリティ基礎講習）　　　　　　　　　　　　　　　 354
17　2025/11/26（水）　第４回教育ディベロッパー研修会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　34
18　2025/12/03（水）　全学ＦＤ研修会（２０２６年度シラバス作成関連）　　　　　　　　　　　　　 142
19　2026/01/07（水）　企画広報ＦＤ研修会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 192
20　2026/01/21（水）　全学ＦＤ研修会（大学業務における生成ＡＩの利活用）　　　　　　　　　　　 419
21　2026/02/25（水）　全学ＦＤ研修会（大学院科目ナンバリング／ＴＡＳＡガイドと事前・事後研修）　98
22　2026/02/26（木）　ＦＤ講演会（ＵＲＡ島田氏講演会）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30
23　2026/03/06（金）　ＩＢ全学ＦＤ研修会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　80
24　2026/03/13（金）　全学ＦＤ研修会（ＣＡＣ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19
25　2026/03/16（月）　全学ＦＤ研修会（ＦＤ活動報告会）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　73

SD関係
No　　実施日　　　　　　　　　　　　研修名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　参加人数
 1　2025/4/1　（火）　   新採用者研修　                     　　　　　　　　　　　               38
 2  2025/5/19 （月）　　 学生の性の多様性に関する対応ガイドライン        　　　　　　　　　　　 444
 3　2025/5/26 （月）　　 入試広報セミナー                                                       156
 4  2025/5/30 （金）　   情報セキュリティ研修会　　　　　　　　　　                           1,039
 5　2025/6/10 （火）　　 「心の健康づくり」計画に基づく研修                                      99
 6  2025/7/16 （水）　　 情報セキュリティ講習　　　　　　　　　　　                             386
 7  2025/7/28 （月）　　 研究インテグリティに関する研修                                         257
 8　2025/7/30 （水）　　 ハラスメント研修会　　　　　　　　　　　                             1,002
 9  2025/8/22 （金）　　 文章読解・作成能力について　　　　　　　　　　　                        54
10  2025/8/26 （火）     ティーチングポートフォリオの作成・掲載　　　　　                        50
11  2025/9/4  （木）     メンタルヘルス管理監督者研修　　　　　　　　　　                       128
12　2025/9/5　（金）　　 補助金制度について　　　　　　　　　　　　　　　                        13
13　2025/9/24 （金）　　 学生支援のためのFD・SD研修　　　　　　　　　　　                       327
14　2025/10/29 (水)　　　こころの健康講座　　　　　　　　　　　　　　　　                       291
15　2025/11/12（水）　   教・職・学体制での協働プロジェクト企画について　                        53
16　2025/11/13（木）　　 補助金研修                                                              43
17  2025/11/18（火）     情報セキュリティ講習　　　　　　　　　　　　　　                       354
18　2026/1/7　（水）　　 企画広報センターSD・FD研修会　　　　　　　　　　                       192

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　本学はアセスメントポリシーを定めており、卒業・修了予定者を対象にカリキュラムコンサルティング（学生インタ
ビュー）やアンケートを実施し、その結果に基づいて各学科がカリキュラムについて自己評価を行い、その自己評価結果
に対して他学科による他者評価を受ける取り組み（カリキュラム・アセスメント）を教育開発センターが中心となって実
施している。教育開発センターでは、カリキュラム・アセスメントの結果を学科・専攻へフィードバックすることによ
り、授業改善等に取り組んでいる。令和8年度より岡山キャンパスでは従来の期末試験を廃止し、15週内での多面的な成
績評価へと移行した。これにより、16週目は学修指導や再評価の期間として活用され、よりきめ細やかなフィードバック
を通じた授業改善を図っている。③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　すべての授業科目に対してＬＭＳによる授業アンケートを実施している。質問項目は、学生自身の学習の取り組み、授
業内容の水準、教員の熱意、満足度などであり、自由記述欄も設けている。

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

　授業担当教員は授業アンケートの集計結果をWeb上で確認し、集計内容や自由記述欄への記述に対するコメントとして
所見をWebシラバス上に登録することになっている。所見は学生・院生・教員が自由に閲覧できるよう、Webシラバス上に
公開している。学生の意見に対して教員が応えるという双方向性を持たせることにより、継続的な授業改善が行われるよ
うにしている。
  なお、全学の授業評価結果（授業アンケート経年比較）は「授業アンケート調査結果報告」としてホームページに掲載
し、情報公開している。

(注)・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）
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（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　※専門職大学、専門職短期大学、専門職学科、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

該当なし

 42 



（４） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　本学科の開設2年目において、入学者数は73名（初年度137名）となり、収容定員充足率の維持が喫緊の課題となってい
る。初年度の入学者属性の分析から、海外居住者や社会人といった「通学課程とは異なる層」の確実なニーズが証明され
た一方、2年目の志願者数減少は、広報戦略や募集人員の配分において、依然として市場ニーズとのマッチングに改善の
余地がある。一般選抜の募集枠拡大による効果は今のところ目に見えてこないが、これらを精査した上でのさらなる募集
戦略の最適化が必要であると認識している。
この状況を受け、本年度は以下の4点を重点事項として、設置趣旨の具現化と教育の質保証に取り組んでいる。
　第一に、学生募集活動の強化である。初年度の動向を踏まえ、一般選抜枠の拡大やインターネット広告の最適化を行
い、志願者が心理的障壁を感じずに応募できる環境を整備する。また、企業や自治体へのアプローチを継続し、リカレン
ト教育の受け皿としての認知度向上を図るとともに、多様な学習開始時期へのニーズに応えるべく「秋入学制度」を導入
する。
　第二に、通信教育における教育成果の集大成となる卒業研究（「情報理工セミナー1・2」）の実施に向けた体制構築で
ある。オンラインでの個別指導方法、実験・演習の代替手法、および指導教員の負担軽減と質の維持を両立させる支援策
の検討に着手している。これにより、遠隔地からでも通学課程と同等の高度な研究指導を受けられる環境を担保する。
　第三に、教育コンテンツ制作の効率化と品質向上の両立である。年次進行に伴う開講科目の増加に対し、制作プロセス
の標準化とITツールの活用を推進することで、教材制作のリードタイムを短縮しつつ、通信教育支援センターによる質保
証チェック体制を確立させる。
　第四に、教育研究体制の持続可能性を担保するための、基幹教員の迅速かつ適切な補充である。今般、年度末における
基幹教員の他大学への異動という計画外の事態が生じたが、今後の影響を最小限に抑えるため、当該専門分野における後
任教員の公募・採用手続きを迅速に開始している。今後も教員組織の動向を機敏に察知し、必要な教育体制を遅滞なく整
えられる補充メカニズムを確立する。
　総じて、LMSを通じた学修支援体制は安定的に稼働しており、学生の学修進捗も概ね順調に推移している。今後は、蓄
積された学修ログやアンケート結果を分析し、中退防止策の強化や教材のブラッシュアップに繋げることで、適切な教員
配置のもとで多様な背景を持つ学生が「情報技術を核として社会の問題を解決できる人材」へと確実に成長できるPDCAサ
イクルを定着させていく。

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　　・令和８年７月１日　公表

　ｂ　公表方法

　　・大学ホームページ上に公開予定（令和８年７月１日を予定）

③　認証評価を受ける計画

　令和２年度に評価機関（大学基準協会）の認証評価を受け、大学基準に適合していると認定されている。

　【認定期間：2021（令和３）年４月１日から2028（令和10）年３月31日】

(注)・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を含めて記入してください。

　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書について記入してください。

（５） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書（令和８年度）

　ａ　公表予定の有無　　〔　　　有　　　・　　　無　　　〕

≪ａで「有」の場合≫

　ｂ　公表（予定）時期　〔　調査結果公表後１ヶ月以内　・　公表後２～３ヶ月以内　・　公表後３ヶ月以降　〕

　ｃ　公表方法　　　　　〔　ウェブサイトへの掲載　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　〕

≪ａで公表「無」の場合≫

　ｄ　公表しない理由　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、

　設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。
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